
的 一Ｄ
4ギ

ど
=1
1.
0ロ

げ

東
西

ト
レ
ン
チ
土
層
堆
積
状
況

砂
層
推
積
状
況

(基
本
層
序
第
o層

細
分

)

を 羅
催

曲
朝

:奪
侯 響

理
解
魏

燃
)

7.
庚
色
砂
質
土

3.
青
灰
色
砂
軍
土

(灰
色
荒
砂
混
入

)

糠
難
饒
走

(髄
野
激

)

|&
優
輻雹
確 要
圭
確
色粒
子 混
灼

14
灰

掲
色
粘
質
土

縣
畳懲
暑圭

(橙
色粒
子混
入)

17
,青
灰色
砂賞
土

(灰
色荒
砂混
入)

I覇
雹認

壁

粘
土
層
雄
積
状
況

(基
本
居
序
第
7層

細
分

)

塞 麟
1辟

;

23
.1
淡
赤
掲
色
粘
質
土

24
:費

褐
色

シ
ル

ト
2,
責

橙
色
土

26
i灰

褐
色
粘
質
土

(橙
色
粒
子
混
入

)

鍵
雛

穐
鶏

ギ
刃

2儀
黄
灰
色
粘
資
土

:“
露畏
目 揺
善 .

(嗜
笹色
工 浮
カ

32
.脅

灰
色
粘
土

33
!灰

褐
色
竹
■

詮
雛

雑
艤

鞍
碑

36
.皓

橙
色
粘
土

(橙
色
粒
子
混
入

)

37
.青

灰
色
粕
土

(晴
笹
色
土
混
入

)

38
.茶

色
粘
土

99
1青

灰
色
粘
土

4o
・
晴
青
灰
色
粕
土

41
.贈

褐
色
粘
士

42
漬

灰
色

シ
ル

ト
(橙

色
粒
子
混
入

)

43
.表

灰
色

ン
ル
ー ト

(暗
種
色
土
混
入

)

“
`灰

色
シ
ル

ト

ビ

L■
10
.5
m

E

0ラ
イ
ン
螂

滉

甲
離

翻
分 )

キ
東西

トレ
ン チ

2と
同
じ

2.
褐

灰
色
粘
質
土
 I
東

西
ト
レ
ン
チ
eと

同
じ

':
箪

酪
雖

湛
調
卓 歓

,4
亀
昂彗
醤
トレ
ン テ

0莉
じ

5!
青
反
色
砂
質
土
 
羊
東
西

卜
L/
ン
チ

10
と

向
じ

砂
層
推
積
状
況

(基
本
層
序
第

7層
細
分

)

6:
青

灰
色
糖
土

(暗
橙
色
土
混
入
) 
*東

西
ト
レ
ン

チ
37
と

同
じ

7.
暗
福
色
粘
土
 *
東

西
ト
レ
ン

チ
41
と

同
じ

ｒ や ― ド Ｒ 〉

第
10
8図

 
東
西

ト
レ
ー ン

チ
土
層
堆
積
状
況

。
6ラ

イ
ン
土
層

堆
積
状
況

CS
=1
/8
0)



「

が りは、 房こ狽に タト,更

気味に立ち上が り、

西側で内湾 しながら

立ち上がる。

第 124図 1は縄文

土器である。内外面

ともに2枚貝条痕を

施 し、口縁部は外方

に直線的に立ち上が

り外傾する。端部は

丸 く仕上げ刻目文を

施 している。断面に

粘土の繋目痕を残す。

2～ 4は弥生土器甕

である。2は 内面 に

ヘラケズリ調整を施

し、外面にはヘラミ

ガキ調整を施 してい

る。立ち上が りは外

反気味に立ち上がる。

3～ 4は複合口縁を

呈する口縁部は、外

反 しながら立ち上が

り、端部を丸 く仕上

げている。3は 口縁

部内外面及び頸部外

面にナデ調整を施 し、

頸部内面にはヘラケ

ズリ調整を施す。口

縁部外面に 9条以上

の擬凹線を施 してい

る。4は 口縁部及び

顎部内外面にナデ調

整を施 し、体部内面

にヘラケズリ調整を

施す。口縁部外面に
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第 109図 1区平面図 1(S=1/120)
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第 110図 Ⅱ区平面図2(S=1/120)

8条の擬凹線を施 している。

<SK 02>(第 123、 125図 )

東西 1.38m、 南北 2.86m、 深さ 0。36mの 上娠で、SD llと の切 り合い関係から、SD llよ り新 し

い遺構 と考えられる。壁の立ち上が りは南側で外方に直線的に立ち上が り、北側で内湾 しながら立

ち上がる。

第 125図 1は弥生土器甕で、内外面 ともにナデ調整を施す。口縁部は内傾 しながら立ち上が り、

端部は肥厚させ平坦面を作る。2～ 3は土師器である。2は直口壷で、口縁部内外面にナデ調整を施

し、体部内面にヘラケズリ調整を施す。口縁部は外方に直線的に立ち上が り、端部を尖 り気味に仕

上げている。3は杯で、内外面ともにナデ調整を施す。口縁部は内湾 しながら立ち上が り、端部を尖

らせている。

<SD ll>(第 112～ 114、 196図 )

調査区を南北に巡る溝状遺構で、調査区南側で東に折れている。溝の規模は幅約 0.8m、 深さ 0.15

mを測る。遺構の掘り込み面は⑤層上面で、切り合い関係からSK 02よ り古い遺構と考えられる。
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第 113図  I区平面図5(S=1/120)

壁の立ち上がりは、東西ともに外反気味に立ち上がる。

第 126図 1～ 4は縄文土器である。1は 内面にナデ調整を施す。口縁部の立ち上がりは、外方に直

線的に立ち上が り、端部を丸 く仕上げる。口縁部外面に刻目突帯を貼付 している。2は 口縁部は内

側に直線的に立ち上がり、口縁部外面に突帯を貼付 している。3は口縁部は外反気味に立ち上がり、

端部を丸 く仕上げている。国縁部に刻目文を施す。4は外面にナデ調整を施す。口縁部は内側に内

湾気味に立ち上がり、端部を丸く仕上げている。口縁部外面には突帯を貼付 している。5～ 10は弥

生土器で、5は口縁部は内湾気味に立ち上がリタト傾する。端部を丸く仕上げている。6～ 7、 9は奏

の底部である。6は内外面ともにナデ調整を施す。立ち上がりは外反気味に立ち上がる。7は内湾気

味に立ち上がる。9は外面にナデ調整を施す。立ち上がりは外反気味に立ち上がる。8は器台底部で、

内面にヘラケズリ調整、外面にナデ調整を施す。複合口縁状に作られた脚台部は内湾気味に広がり、

け鞠均。ω】』滓【

L
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SDll                                              SDll

l掲色土  (地山ブロック・地山粒子多量に混入)          1褐 色粘土 (地山粒子多量に混入)

2_掲灰色土 (地山ブロック多量に混入)               2灰 掲色粘土 (地山ブロック・地山粒子多量に混入)

3.黄掲色土 (地 山ブロック多量に混入)

L=105m

a      ゴ

SD15

SK05 1灰褐色粘土 (地山粒子多量に混入)

2橙色土
3暗褐色粘土
4掲灰色粘土 (地 山粒子少量混入)

5灰掲色粕土
6掲灰色粘土
7掲灰色粘土 (橙色粒子混入)

と=105m
下

げ
蚕

琴 騨
楽 墨

百
iT

bi

SD02 1.暗 青灰色シル ト (地 山ブロック多量に混入)

2青灰色シル ト (地 山ブロック混入)

3灰褐色シル ト (地 山ブロック混入)

L=110m
b= げ

L=105m

b

1灰福色粘土 (橙色粒子・荒砂多量に混入)    1掲 灰色粘土 (地山粒子混入)     1黒 褐色粘土

2褐灰色粘±                  2掲 灰色粘±             2掲 灰色粘土

3.褐灰色粘土 (橙色粒子混入)          3青 灰色粘土 (地山粒子混入)

4.褐灰色粘土 (地山粒子混入)          4青 灰色粘土

5.灰褐色粘土 (橙色粒子、荒砂混入)       5青 灰色粘土 (地 山粒子多量に混入)

6灰掲色粘土 (橙色粒子混入)

L幹5   
丁  Lw推 雰

T =ザ
k希 '丁

第 114図 SDll・ SD15・ SD06土層堆積状況 (S=1/140)

SD01 1黄掲色土 (地 山ブロック・地山粒子多量に混入)

2.青灰色粘土 (橙色粒子混入)

L=107m
下     T

o                      2m

第 115図 SK05。 SD02・ SD01土層堆積状況 (S=1/40)

端部を尖 り気味に仕上げている。脚台部外面には 10条以上の擬凹線が施されている。10は内外面

ともにナデ調整を施す。口縁部の立ち上が りは外方に直線的に立ち上が り、端部を丸 く仕上げてい

る。口縁部外面に 1条の凹線が施されている。11は土師器甕の口縁部で、内外面ともにナデ調整を

施す。口縁部は外反しながら立ち上が り、端部に平坦気味に仕上げている。12は須恵器甕で、内面

に青海波、外面に平行タタキの後カキロ調整を施す。13は石斧である。

<SK 06>(第 112、 120図 )

東西 1.26m以 上、南北 2.23m以上、深さ約 0,lmの上壊で、SD 07と の切 り合い関係から、SD 07

より新 しい遺構 と考えられる。



SD01 1黄褐色土 (地山糧子多量に混入)

2黄掲色土 (地山ブロック多量に混入)

3責掲色上 (地山ブロック、地山粒子多量に混入)

L=108m

SD03 1責褐色土 (灰色土、地山粒子多量に混入)

2黄褐色土 (地 山粒子多量に混入)

1

日甲_菩>T
SD04 1責褐色土 (地山粒子多量に混入)

日
∵式7T

SD17 1青灰色粘土 (橙色粒子混入)

2青灰色粘土
3灰掲色粘土
4暗青灰色粘土
5褐灰色粘土

L=11 0m

-     1          -e滞 ず

丁 本
翠 布

T
3

SD10 1青灰色粘土 (地山粒子混入)

2橙色土 (地山粒子多量に混入)

3青灰色粘土 (地山粒子多量に混入)

4掲色土 (地山粒子多量に混入)

5橙色土 (地山ブロック多量に混入)

1灰褐色粘土 (責掲色上、地山ブロック混入)

2灰掲色粘土

3青灰色粘土
4暗青灰色粘土

f'

1青灰色粘土
2暗青灰色粘土
3青灰色シルト(橙色砂質土 )

4暗青灰色シルト

5掲灰色粘土
6責灰色シルト

3

7暗青灰色砂質土

8暗青灰色粘土 (′卜石、砂混入)

9青灰色シルト
10暗青灰色粘土
11暗青灰色砂質土

L=105m_
g

SD20 1褐灰色粘土 (地 山粒子、橙色粒子混入)

2掲灰色粘土 (橙色砂質土混入)

3灰掲色粘土 (地 山ブロック混入)

4暗青灰色粘土
5青灰色粘土
6橙色砂質土

g'

10   υ

7暗青灰色砂質土

8暗青灰色粘土

9橙色砂質土

10暗青灰色粘土 (小石、砂混入)

11暗青灰色砂質土
12掲灰色砂質土 (地山ブロック多量に混入)

13青灰色粘土
14暗青灰色シルト
15掲灰色ンルト(橙色粒子多量に混入)

16暗青灰色ンルト(橙色粒子多量に混入)

17掲色粘土
18橙色砂質土 (地 山ブロック混入)

19皓青灰色シルト(地山ブロック混入)

20暗青灰色ンルト(地 山粒子混入)

21掲色砂質土
22掲色砂質土 (地山ブロック混入)

23掲灰色シルト
24暗青灰色粘砂 (橙色粒子混入)

25暗黄灰色砂質土 (地山粒子混入)

L=110m
h

O                                    Z

hi

第 l16図 SD01・ SD03。 SD04。 SD10。 SDlフ 。SX01。 SD20～ 22土層堆積状況 (S=1/40)



L==105m

a

1黄灰色粘土
2青灰色粘土 (地山ブロック混入)

3橙色粘砂
4淡橙色粘土 (地 山粒子少量混入)

5暗青灰色粘土 (橙色粒子混入)

6青灰色粘土
7青灰色シルト
8暗青灰色粘土 (植物質混入)

9青灰色粘土
10青灰色粘土 (植物質混入)

11暗青灰色砂質土

12青灰色粘上
13暗青灰色砂質土 (礫混入)

14橙色土 (地山ブロック多量に混入)

15掲灰色粘土
16橙色砂質土 (地山ブロック混入)

17青灰色粘土
18青灰色粘上 (橙色粒子混入)

19青灰色砂質土

20橙色土 (地 山ブロック多量に混入)

21青灰色粘土
22青灰色粕土 (橙色粒子混入)

23褐色粘土
24青灰色粘土

25灰掲色粘土
26青灰色粘砂
27皓褐色粘土
28青灰色砂質土
29灰色砂質土
30灰掲色粕土 (皓掲色粘土混入)

a'

4m

げ 1褐灰色粘土
2灰褐色粘土
3淡茶掲色粘土
4掲色粘土 (地山粒子、

橙色粒子混入)

5暗褐色粘土 (地山粒子少量混入)

6暗掲色粘土 (橙色枚子混入)

溝セクション

第 117図 SD20～ 21土層堆積状況 (S=1/80)

SD23と SD26

L=10 9m   SD27
c 、コラ万 丁   1褐灰色シルト(暗褐色粘土、地山粒子混入)

1褐色粘土 (地 山粒子少量混入 )

2淡茶褐色粘土

3掲色粘上 (地 山粒子少量混入、

橙色粒子混入 )

4茶褐色粘土

5暗掲色粘土 (地 山粒子少量混入 )

6暗褐色粘土 (橙色粒子混入 )

1青灰色粘土 (橙色粒子混入 )

2灰褐色粘土 (橙色粒子混入 )

3灰掲色粘土 (地 山粒子、橙色糧子混入 )

4掲灰色粘土 (地山ブロック混入 )

g戸 と輻侯雹姦獣比替竜拿滲畳全大)

3淡茶褐色粘土

4茶褐色粘土

5暗掲色粘土 (地 山粒子少量混入 )

6茶掲色粘土

0         1m

L=108m

８

一
Ｐ

ＳＤ
　
下

d    鞠糧魯籟圭彊魯毒三E冗
4褐色粘土 (地 山粒子混入 )

1青灰色粘上

2暗褐色粘上

L=10 8m     l    SD24
τ    丁

SD23と SD24

第 118図 SD23～ 28土層堆積状況 (S=1/40)

第 127図 1は縄文土器で、内面に二枚貝条痕を施 し、外面には突帝を貼付 しナデ調整を施す。

<SD 06>(第 lll～ 114、 128図 )

北西から南東方向に直線的に伸びる溝状遺構で、幅 0。3m、 深さ0.25mを 測る。遺構の掘 り込み

面は④層上面で、壁の立ち上がりは、東西ともに外方に直線的に立ち上がる。

第128図 1～ 3は弥生土器である。1は奏で、外面にナデ調整を施す。口縁部は外側に水平に開き、

端部を平坦気味に仕上げている。体部外面に7条のヘラ描き直線文を施す。2は壷の体部で、外面に

ナデ調整を施す。内面は風化が著しいが指頭圧痕が残る。3～ 5は須恵器である。3は須恵器甕の口

縁部で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。口縁部は外反気味に立ち上がり、外側に折 り込んでい

る。端部は平坦気味に仕上げている。4は高郭の脚部で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。裾部

上



―

の広が りは外方に直線

的に広が り外傾する。

端部は平坦気味に仕上

げている。5は 皿の口

縁部で、内外面ともに

回転ナデ調整を施す。

口縁部は口唇部で外傾

し、端部を尖 り気味に

仕上げている。

<SD 15、 SD 19>

(第 112、 114、 129図 )

北東から南方向に伸

びる溝状遺構で、SD

19を SD 15がほぼ同じ

ルー トで切っている。

SD 15は横幅約 0,45m、

深さ約 0.lmを測 り、S

D19は横幅 0.6m以上、

深さ約 0.lmを測る。

第 129図 1は縄文土

器で外面に刻目突帯を

貼付 し、内外面にナデ

調整を施す。口縁部は

口唇部で外傾 し、端部

は尖 り気味に仕上げて

いる。2は土師器甕口

縁部で、内外面ともに

ナデ調整を施す。口縁

部は外反気味に立ち上

が り外傾する。端部は

平坦気味な面を作って

いる。3は赤弱璃の未

製品である。

<SD 02>

(第 113、 115、 130図 )

北西から南東方向に

ＳＤ‐２
・ゴ

４　　　　　　　　　　和
． ａ

Ｋ。　　　　　　　　　　レ

1灰褐色粘土 (地山粒子少量混入)

2灰色粘土 (地山ブロック・地山粒子多
3灰褐色粘土

ＳＤ０９

一
げ

1.青灰色粘土 (橙色粒子混入)(第 3層 )

2.褐色土 (地山ブロック多量に混入)

3掲色土 (橙色粒子混入)

4灰褐色粘土
5暗掲色粘土
6灰掲色粘土
7灰掲色粘土 (地山ブロック混入)

8暗褐色粘土
9灰掲色粘土 (地山ブロック多量に混入)

10.責灰色粘土
11.掲灰色粘土
12灰色粘土
13青灰色砂質土
呵4青灰色粘土
15青灰色粘砂 (地山粒子混入)

16掲灰色粘土
17褐灰色砂質土 (地山ブロック混入)

18暗掲色粘土
19褐色粘土
20黄灰色砂質土 (地山ブロック混入)

0                      4m

第 119図 SD09・ SD12。 SK04。 SK03遺構実測図 (S=1/80)
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  邪

かけて伸びる

溝状遺構で、

方向か らSD

21と 繋 が る
0         5cm

…

L=105m
a

可能性 もある。  第 120図 SD12出土遺物

溝の規模は幅 lm以上、深さ約 0。25mで、壁

の立ち上が りは、東側で内湾 しなが ら立ち

上がる。

第 130図 1は盗器系陶器甕で、内面にヘラ

ケズリ調整を施 し、外面にナデ調整を施す。

外面及び断面に粘土の接合痕が残る。2は在

地土器捏鉢で、内面にナデ調整を施す。

<SD 01>(第 111、 l13、 115～ l16、 131図 )

北西から南東方向にかけて伸びる溝状遺

構で、幅約 0.6m、 深 さ約 0.15mを 測る。S

1黒褐色粘土 (炭混入)

2黄灰色粘土 (地山粒子・炭混入)

3掲灰色粘土 (地山粒子・炭混入)

4褐灰色粘土
5暗掲色粘土

a

第122図 SK01遺構実測図(S=1/40)

0       5 cm
l―

第 124図 SK01出土遺物

0                    10cm

|

第 121図 SD09出土遺物

1掲灰色粘土 (橙色粒子混入)  5褐 灰色粘土 (地山粒子、橙色粒子混入)

2褐灰色粘土 (炭混入)     6黄 灰色粘土
3黄灰色粘土 (橙色粒子混入)  7掲 灰色粘土 (地山粒子混入)

4掲灰色粘土 (橙色粒子少量混入)8褐 灰色粘土 (橙色粒子多量に混入)

一
が

／

a

a

o                        2m

第 123図 SK02遺構実測図 (S=1/40)

第 125図 SK02出土遺物
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0                   1 0cm

第 126図 SDll出土遺物

D03と 同じ埋土を含むことから、SD 03と 同じ時期の溝 と考えられる。

壁の立ち上が りは、東西ともに外方に直線的に伸びるが、中程にステッ

プ状の平坦面を残す。

第 131図 1～ 2は弥生土器の甕である。1は底部で外面にナデ調整を

施す。立ち上が りは内湾気味に立ち上がる。2は 口縁部で、内外面ともにナデ調整を施す。口縁部

は外方に直線的に立ち上がり、端部を上下に拡張させている。端部には2条の擬凹線が施されてい

る。3～ 5は土師器である。3は高杯で、内面にハケロ調整を施し、外面にナデ調整を施す。4は低

脚不の脚部で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。裾部端部は尖 り気味に仕上げている。5は 円筒

甥 Ⅷ 2電螂
―
1撃覇

鱒 蔭覇Xl
0           5cm

"

第 127図 SK06出土遺物

L
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0                   1 0Cm

第 128図 SD06出土遺物
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―第 129図 SD15・ SD19出土遺物

0      5m

"

す。端部は丸 く仕上げている。7は蓋の口 第 130図 SD02出上遺物

縁部で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。端部は内側に屈曲させ丸 く仕上げている。8は底部で、

内外面ともに回転ナデ調整を施す。底部には高台を貼付 している。9は土師質土器lTNで、内外面と

もに回転ナデ調整を施す。立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。

<SD 03>(第 111、 113、 116、 132図 )

北西から南東方向にかけて伸びる溝状遺構で、幅約 0.4m、 深さ約 0.2mを浪よる。SD 01と 同じ埋

土を含むことから、SD 01と 同じ時期の溝と考えられる。壁の立ち上がりは、東側が内湾気味に伸び

た後外反気味に立ち上がり、西側は外方に直線的に立ち上がる。

第 132図 1は弥生土器蓋で、内外面ともにナデ調整を施す。裾の広がりは口唇部でタト傾 し、端部

は尖 り気味に仕上げている。2～ 4は土師器である。2は低脚杯の脚部で、外面及び底部にナデ調整

弓 幸
 `         2

｀

≧ 重 昼 玉 :4
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／
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0                    1 0Cm
|

第 131図 SDOl出上遺物
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0                  1 0cm

第 132図 SD03出土遺物

を施す。裾部は外反気味に伸びる。3は甕で、口縁部内 __

外面及び体部外面にナデ調整を施し、体部内面にはヘラ

ケズリ調整を施す。口縁部は内湾気味に立ち上がり、端

部を尖り気味に仕上げている。4～ 5は円筒埴輪である。

1

第 133図 SD04出土遺物

4は内面に指頭圧痕を施し、外面にナデ調整を施す。5は底部で、外面にナデ調整及びヘラミガキ調

整を施す。底部にはカット技法を施し、平坦面を作っている。立ち上がりは外反気味に立ち上がる。6～ 7

は須恵器である。6は郭蓋で、内外面ともイこ回転ナデ調整を施す。7は長顎瓶の体部で、内外面ともに回

転ナデ調整を施す。肩部が屈曲するタイプである。SD 04出土破片と接合関係にある。8は石斧である。

<SD 04>(第 111、 113、 116、 133図 )

北西から南東方向にかけて伸びる溝状遺構で、幅約 0。3m、 深さ約 0。 lmを測る。遺構の掘 り込み

面は③層上面である。SD 03と 遺物の接合関係があることから、SD 03と 同時期の遺構と考えられる。

壁の立ち上がりは、東側が内湾気味に立ち上がり、西側は外方に直線的に立ち上がる。

第133図 11よ弥生土器甕で、複合口縁を呈するものと考えられる。口縁部及び頸部内外面にナデ調

整を施し、体部内面にヘラケズリ調整を施している。2は土師質土器杯で、内外面ともに回転ナデ調

整を施し、底部には回転糸切痕を残しているものと考えられる。立ち上がりは外方に直線的に立ち上がる。

<SD 10>(第 111、 116、 134図 )

北西から南東方向にかけて伸びる溝状遺構で、幅約 1.4m、 深さ約 0。25mを 測る。壁の立ち上が

りは、東側で外反気味に立ち上がり、西側で内湾気味に立ち上がる。

第134図 1～ 3は須恵器である。1は甕で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。口縁部の立ち上が

りは、外反しながら立ち上がり、外側に折 り曲げている。端部は九く仕上げている。2は杯で、内外

面ともに回転ナデ調整を施す。口縁部は外反気味に立ち上がり、端部を尖り気味に仕上げている。3

一ノ一ヽ／、“中中中”中い中日〕

∴合
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0                  10Cm

第 134図 SD10出土遺物

は水注の肩部から体部で、内外面 ともに回転ナデ調整を施す。体部上半分は球状を呈 し、上部に細

身の頸部が接合するものと考えられる。4は土師質土器杯で、内外面 ともに回転ナデ調整を施す。

器形から下部に柱状高台が付 く可能性 もある。口縁部は内湾気味に立ち上が りやや外傾する。端部

は尖 り気味に仕上げている。5は赤弱璃の薄片である。

<SK ll>(第 111、 135図 )

縦長 1.55m、 横幅 0.6m、 深さ約 0.2mの平面精円形の上媛である。

壁の立ち上がりは、やや外方に直立的に立ち上がる。

鞠 翻
0       5 cm
中

第 135図 SKll出土遺物

第135図 11ま縄文土器口縁部である。内外面ともにナデ調整を施し、外面に刻目突帯を貼付 してい

る。口縁部の立ち上がりは外方に直線的で、端部は尖り気味に仕上げている。

<SX 01>(第 111、 116、 136図 )

調査区の端部で確認した遺構で、SD 21と 繋がる可能性もある。遺構に隣接して方形状の凹みを

4か所確認しており、出上した五輪塔はこの位置に設置されていたものと考えられる。

第 186図 1は須恵器不身である。内面は回転ナデ調整を施した後ナデ調整及び↓旨頭圧痕を施す。

外面は回転ナデ調整を施し、底部には回転ヘラ切 りの後、ヘラ記号「×」及び格子状のヘラ記号が

残る。立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。2～ 3は五輪塔である。2は水輪で、最大径を中程に持

つタイプ、3は地輪である。

o       5cm
中

第 136図 SX01出土遺物

<SD 08>(第 111、 137図 )

北西から南東に伸びる溝状遺構で、溝の規模は横幅約 1.2m、 深さ約 0.lmである。
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第137図 1は 口縁部で、内外面ともにナデ調整を施す。口縁部は外

反気味に立ち上が り、端部で上下に拡張させている。端部には3条

の擬凹線が施されている。

<SD 16>(第 110～ 111、 138図 )

調査区北端で検出した溝状遺構で、横幅

0.5m以上、深さ約 0.15mを 測る。

第 138図 1は須恵器杯で、内外面ともに回

転ナデ調整を施す。底部は回転糸切の後高

台を貼付 している。口縁部は外方に直線的

に立ち上が り、端部を尖 り気味に仕上げて

いる。2は土師質土器杯である。

<SK 09>(第 139～ 140図 )

東西 1.2m以上、南北 0.6m以上、深さ約 0.lmの悟鉢状の上壊である。壁の立ち上が りは、東側

で外反気味に立ち上がり、西側で内湾気味に立ち上がる。

第 140図 1～ 2は土師器杯で、口縁部内外面にナデ調整を施し、器壁中程から底部にヘラケズリ

調整を施す。内外面ともに赤彩を施 している。1は内面見込に

放射状の暗文を施す。口縁部は口唇部から内傾 し、端部を尖 り

気味に仕上げている。2は口縁部は口唇部から内側に内湾気味

となる。端部は丸 く仕上げている。

0         5cm

―
第 13フ 図 SD08出土遺物

第 138図 SD16出土遺物

0         5cm
中

140図 SK09出土遺物
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第 139図 SK09遺橋実測図(S=1/40)           第

<SD 20>(第 110～ 111、 ■6～ 117、 141～ 142図 )

北西から南東方向に伸びる溝状遺構で、溝の規模は横幅約 10,Om、 深さは約 0.3mを測る。切 り

合い関係からSD 21及びSD 29よ り吉い遺構と考えられる。一方、現状での掘 り込み面は③層下から

であるが、周辺は④～⑤層が後世に削平されており、本来何層上面から掘 り込まれていたかは不明

である。壁の立ち上がりは、東側は外反しながら立ち上がり、西側は外反気味に立ち上がる。

第 141図 1～ 2は円筒埴輪である。1～ 2は内面にナデ調整、外面に縦方向のハケロ調整を施す。

立ち上がりは外反気味に立ち上がり、外面にはタガの接合痕が残る。2は断面にも粘上の接合痕が

残る。3～ 4は須恵器甕の口縁部で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。3は外面に波状文を施す。

口縁部は外反しながら立ち上がり、肥厚させて端部を平坦気味に仕上げている。4は外反しながら

立ち上がり、肥厚させて端部を丸 く仕上げている。外面に自然釉が付着している。5は土師器高不

の脚部で、内外面ともにヘラミガキ調整を施す。裾部は外反気味に広がる。6は製塩土器で、内外面

L=響m_鬱
― 丁

a

L
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第 141図 SD20出土遺物 1

ともに指頭圧痕を施す。口縁部の立ち上がりは、外方に直線的に伸

び、端部を丸 く仕上げている。7は白磁碗で、内外面ともに施釉する。

立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。器壁と内面見込の間に界線を

施している。81よ盗器系陶器甕の肩部で、内外面ともにナデ調整を施

す。外面に灰が被る。9～ 10は在地上器の悟鉢で、立ち上がりは外

方に直線的に立ち上がる。内面には悟目が施されている。9は内外

面ともにナデ調整を施す。10は内面にナデ調整を施し、外面にはハ

ケロ及びナデ調整が施される。llは肥前系陶器婉で、内外面に回転

ナデ調整を施した後、内外面ともに施釉 している。底部には回転糸

切痕が残り露胎としている。内面見込に砂目積みの痕跡が残る。12

は京焼風陶器で、内面は施釉 し貫入が入る。底部は露胎としている。

13は肥前系染付蓋で、内外面ともに施釉し、口縁部端部は露胎とし

ている。外面には染付を施している。14は近世以降の陶器悟鉢で、

内面に指目を施 し、外面には回転ナデ調整及び回転ヘラケズリ調整

を施している。

第142図は宝筐印塔の基礎で、上部は細 くしている。風化が著しい

0                    1 0cm
|

‐0                     40cm
|

第 142図 SD20出土遺物 2
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が壇状の加工がされていた可能性がある。

<SD 21>(第 110～ 111、 116～ 117、 143図 )

北西から南東方向に伸びる溝状遺構で、溝の規模は横幅約 1.8m、 深さ約 0,75mを 測る。切 り合

い関係からSD 20よ り新しく、SD 29よ り古い遺構と考えられる。現状での掘 り込み面は③層下から

であるが、SD 20と 同じく周辺は④～⑤層が後世に削平されており、本来何層上面から掘 り込まれて

いたかは不明である。壁の立ち上がりは、東側で外反気味に立ち上がり、西側で外反しながら立ち上がる。

第 143図 1～ 6は須恵器である。1～ 2は不身の口縁部で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。か

えりの立ち上がりは、1は上方に反り上げ、2は内側に伸びる。端部はともに尖らせている。3～ 4

は甕である。3は口縁部で、外面に回転ナデ調整を施している。口縁部の立ち上がりは外反しなが

ら立ち上がり、タト側に折 り曲げる。端部は九 く仕上げている。日縁部に 1条の沈線を施 している。4

は頸部から体部で、内外面ともにナデ調整を施す。体部内面には青海波を施しているものと考えら

れる。5は鉄鉢形須恵器の可能性がある遺物で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部外面にはへ

ラケズリ調整を施している。立ち上がりは内湾気味である。6は杯で、内外面ともに回転ナデ調整

を施 し、底部には高台を貼付 している。器壁と内面見込の間に界線を施 している。7は土師質土器

郭で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部に高台を施している。8は盗器系陶器甕の頸部から肩

部で、内外面顎部内外面にナデ調整を施し、肩部内面に圧痕、外面にヘラケズリ調整を施す。肩部外

面に灰が被る。9は肥前系染付婉で、外面に染付を施す。立ち上がりは内湾しながら立ち上がる。

<SD 29>(第 110、 144図 )
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第 143図 SD21出土遺物

北西から南東方向に伸びる溝状遺構で、溝の規模は横幅約 0.8m、 深さ約 0.6mを 測る。切 り合い

関係からSD 20及 びSD 21よ り新 しい遺構 と考えられる。SD 20及 びSD 21と 同じく、現状での掘 り

込み面は③層下からであるが、周辺は④～⑤層が後世に削平されており、本来何層上面から掘 り込

まれていたかは不明である。壁の立ち上がりは、東側で外反しながら立ち上がり、西側で外方に直

線的に立ち上がる。底部は袋状になっている。

第 144図 11ま弥生土器甕の口縁部で、内外面ともにナデ調整を施す。複合口縁を呈する口縁部の立
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1褐灰色粘土 (地 山粒子、橙色粒子混入)

2褐灰色粘土 (地 山粒子、地山ブロック混入)

3.暗青灰色粘土 (地山ブロック混入)

SK15  :撞 冨優琶轄圭 (地山ブロック多量に混入)

L=105m
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第 145図 SK14・ SK15遺構実測図 (S=1/40)
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第 144図 SD29出土遺物

ち上がりは、外反気味に立ち上がり、端部に平坦面を作っている。口縁部外面にススが付着する。2

～3は須恵器である。2は杯身で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。底部には回転ヘラ切 りを施し

ている可能性がある。口縁部のかえりは、内側に直線的に伸び、端部を尖らせている。3は底部で、

内面見込にナデ調整を施し、底部には高台を貼付 して回転ナデ調整している。高台端部タト側が外方

に拡張している。4は土師質土器郭で、内面に回転ナデ調整を施している。立ち上がりは内湾気味

に立ち上がる。5は産地不明の陶器で、内面に回転ナデ調整を施し、外面は施釉の後底部を釉ハギし

露胎を作っている。立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。6は青瑶璃の原石で、一部打点が残る。

<SD 17>(第 110～ 111図 )

北西から南東方向に伸びる溝状遺構で、溝の規模は横幅約 0.5m、 深さ約 0.15mを 測る。

<SK 14>(第 145図 )

東西 1.22m以上、南北 1.12m以 上、深さ 0。66mを測る土壊である。壁の立ち上がりは東側で外方

に直線的に立ち上がり、西側で外反しながら立ち上がる。

1掲灰色粘土 (地 山粒子、地山ブロック混入)

2褐灰色粘土 (地 山粒子少量混入)

3暗褐色粘土
4褐灰色粘土



味 に立ち上が り、西側で

外反 しながら立ち上がる。

<SE01>(第 146～ 147図 )

東西 1.59m、 南北 1.64m、

深 さ■01m以 上 を測 る井

戸跡である。壁の立 ち上

が リイよ、 南】ヒともイこタト反

しながら立ち上がる。

第 147図 1は須恵器甕で

ある。内面 には青海波 を

施 し、外面 には幅広 の平

行タタキを施 している。2

～ 3は土師質土器である。 第 146図 SEOl遺橋実測図 (S=1/40)

<SK 15>(第 145図 )

東西 ■42m、 南北 1.02m以 上、深さ0.60mを 測る土壊である。壁の立ち上がりは、東側で外反気

第 147図 SEOl出土遺物

SD 23は横幅約 0.5m、 深さ約 0.3m、 SD24は横幅約 0.5m、 深さ約 0。2m、 SD25は横幅約 0.4m、 深さ

約 0.2m、 SD 26は横幅約 0.5m、 深さ約 0.2m、 SD27は横幅約 0.2m、 深さ約 0.lm、 SD28は横幅約 0.5

m、 深さ約 0.2m、 SD31は横幅約 0。3m、 深さ約 0.lmを測る。切り合い関係からSD 24が最も古く、SD23、

SD25及びSD 26、 SD27、 SD28と いった順 |こ作られている。遺物が出上していないことから、時期の詳細

は不明であるが、SD 23が④層上面で確認されていることから、少なくともSD 23以 降の溝については、中近

世以降と考えられる。

一方、溝は新しくなる

につれてルートを南側

丘陵近辺に移行して

いる。溝が旧丘陵の

裾を巡らせていたも

のとするなら、丘陵

は徐々に削平されて
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2は杯で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。日縁部

の立ち上がりは、やや括れを持った後外反気味となる。

端部は尖らせている。3は杯または小皿で、内面に回

転ナデ調整を施し、底部に回転糸切痕を残す。

<SD 23～ 28、 SD 31>(第 109～ 110、 118図 )

調査区西側に密集する溝状遺構群で、溝の大半が検

出した基盤層を巡るように伸びていることから、旧丘

陵の周りを巡っていた溝と考えられる。
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//80)第 148図 SD30遺橋実測図 (S=1



いったのであろう。

花粉分析の結果からは、付近で蕎麦畑や水田が作られていた可能性が考えられている。検出され

た溝もこれらの耕作に関係するのであろう。

<SD 30>(第 148図 )

北東から南西方向に伸びる溝状遺構で、溝の規模は横幅約 0.3m、 深さ約 0.15mを 測る。壁の立

ち上がりは、南北ともに外方に直線的に立ち上がる。

b.包含層出土遺物

出土遺物から①～③層は近世以降、④～⑤層は弥生時代から中世まで、⑥層は弥生時代初頭前後

まで、⑦層は縄文後期を中心とした時期に堆積した層と考えられる。

<第②層>(第 149～ 151図 )

第 149図 1～ 2は土師器である。1は高杯で、内面にはナデ調整及び指頭圧痕を施し、外面にはヘ

ラケズリ調整及びナデ調整を施す。立ち上がりは外方に直線的に伸びる。底部には円盤を充填 して

いる。2は円筒埴輪で、内外面ともにナデ調整を施す。外面にタガを施している。3～ 11は須恵器で

ある。3は子持壺の小壺で、体部片に小壺片が付着 している。小壷は内外面ともに回転ナデ調整を

施しており、体部との接合部で圧痕を残す。4は不蓋の口縁部で、内外面ともに回転ナデを施す。口

縁部は内湾しながら伸び、端部を尖 り気味に仕上げている。外面には3条の浅い沈線を施している。

5は甦の頸部及び肩部で、肩部内面にナデ調整を施し、顎部内外面及び肩部外面には回転ナデ調整を

施す。また顎部外面には波状文及び 1条の沈線が施されている。立ち上がりは外反気味に立ち上が

る。6は 内外面に回転ナデ調整を施し、体部外面下半分に回転ヘラケズリ調整を施す。体部中程に

穿孔が施されている。7は須恵器甕の口縁部で、内外面ともにナデ調整を施す。口縁部は外反しな

がら立ち上がり、肥厚させて端部を尖り気味に仕上げている。8は長頸瓶の肩部で、内外面ともに回

転ナデ調整を施す。肩部外面に2条の稜線が施されている。9～ 11は杯である。9は口縁部で、内

外面ともに回転ナデ調整を施す。口縁部は内湾しながら立ち上がり括れて外傾する。端部は尖 り気

味に仕上げている。10は内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部は高台を貼付 しナデ調整している。

底部にヘラ状工具痕が残る。口縁部は外反気味に立ち上がり、端部は尖 り気味に仕上げている。11

は内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部には回転糸切痕を残す。立ち上がりは外方に直線的に伸

びる。12は 白磁碗で、内外面ともに施釉 している。底部は削 り出し高台で、釉ハギし露胎を作つて

いる。13は土師質土器郭の口縁部で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。口縁部は内湾気味に立ち

上がり、端部は丸 く仕上げている。14は瀬戸焼灰釉折縁皿で、内外面ともに施釉し、内面見込及び

底部を釉ハギしている。施釉部には貫入が入る。内面器壁に菊花弁が陰刻されていることから、菊

花皿になるものと考えられる。口縁部は外方に直線的に立ち上がり、端部は平坦気味に仕上げてい

る。15～ 16は備前焼である。15は悟鉢で、内面にナデ調整を施した後、1単位 8条の悟目を施し、

外面にはナデ調整を施した後、一部に指頭圧痕、ヘラケズリ調整を施す。口縁部は外方に直線的に

立ち上がり、上下に拡張させている。端部は丸く仕上げている。乗岡氏の中世 5期 aの遺物である。

16は壷で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、外面はその後ナデ調整を施している。立ち上がりは

内湾気味に立ち上がる。17は 白磁皿で、内外面ともに施釉し、底部には露胎を作つている。高台は
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第 150図 第②層出土遺物 2

削 り出し高台である。国

縁部は内湾しながら立ち

上がり、端部に平坦面を

作 っている。18は 肥前

系陶器で、内面を施釉し

底部は露胎としている。

高台は削 り出し高台で、

内面見込及び高台畳付に

胎土目積みの痕跡が残る。 第 151図 第②層出土遺物 3

立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。19は土師質土器で、内外面ともに回転ナデ調整を施し、底部

に回転糸切痕を残す。外面の器壁及び底部の界線が明確である。口縁部の立ち上がりは外反気味に

立ち上がり、端部を尖り気味に仕上げている。20は 陶胎染付婉で、内外面ともに施釉 し、高台畳付

は露胎としている。高台見込は高台周辺より深 く作 り、外面には染付を施している。立ち上がりは

内湾しながら立ち上がる。21は産地不明の捏鉢または悟鉢である。内外面ともに回転ナデ調整を施

している。口縁部は外反気味に立ち上がり、外側に折 り曲げる。端部は平坦気味に仕上げている。

22は布志名焼火鉢で、口縁部内外面及び外面を施釉し、内面を露胎としている。口縁部は内湾気味

に立ち上がる。23は用途不明の粘土板で、全面に多量の籾殻痕が残る。24は羽口である。

第 150図 1は砥石で、3面 を使用している。2～ 3は鉄釘で、釘頭は2がL字形、3は T字形を呈す

る。

第 151図 1～ 2は石器の未製品で、1は黒曜石に酷似 したガラス質の石、2は黒曜石である。3は

水晶の未製品である。

<第③層>(第 152～ 155図 )

第 155図 1～ 3は縄文土器である。1～ 2は内外面ともにナデ調整を施す。立ち上がりは内湾気味

に立ち上がる。1は 口縁部外面に刻目突帯を貼付する。3は内面にヘラケズリ調整を施し、外面は口

縁部にナデ調整、下部に二枚貝条痕を施している。口縁部は外方に直線的に立ち上がり、肥厚させ

て、端部に平坦気味な面を作っている。4～ 9は弥生土器甕である。4は口縁部内外面にナデ調整を

施し、肩部外面に数条の凹線を施す。口縁部は外反気味に立ち上がり、端部で平坦気味に仕上げている。

0                     呵Ocm

0緯 03 0                     5cm



朔
基

ｒ

ｈ

落ガン

0                  1 0Cm
三「「

,,,'テ

Z:fttΞ
三・[「

9

第 152図 第③層出土遺物 ]



第 154図 第③層出土遺物 3

立ち上がり、端部を平坦気味にして刻目文を施す。6は内外面にナデ調整を施し、外面に凹線及び刺

突文を施す。口縁部は外反しながら立ち上がり、端部を尖 り気味に仕上げている。7は口縁部内外

面ともにナデ調整を施す。口縁部は内側に直線的に立ち上がり、肥厚させてタト側に折 り曲げる。端

部には平坦面を作っている。8は 口縁部内外面及び頸部外面にナデ調整を施し、頸部内面にヘラケ

ズリ調整を施している。複合口縁を呈する口縁部は外反気味に立ち上がり、端部を丸 く仕上げてい

る。口縁部外面に4条の擬凹線を施している。9イよ複合口縁を呈する口縁部で、内外面ともにナデ調

整を施す。口縁部は外方に括れ気味に伸び、端部を尖り気味に仕上げている。10～ 11、 13は土師器

である。10は円筒埴輪で、内面に指頭圧痕を施し、外面にナデ調整を施す。体部には円形透かし及

びタガを施している。11は甕の口縁部で、タト面にはナデ調整を施す。口縁部は外反しながら立ち上

がり、端部を丸く仕上げている。13は蓋で、内タト面ともにナデ調整を施す。須恵器の模倣である可

能性もある。12、 14、 16～ 17は須恵器である。12は杯身の口縁部で、内外面ともに回転ナデ調整

を施す。口縁部のかえりは、内側に伸びた後反り上がる。端部は丸く仕上げている。14は鉢の底部

で、内面に回転ナデ調整を施し、外面には回転ヘラケズリ調整の後ナデ調整を施す。底部には高台

を貼付しナデ調整している。内面見込には自然釉が付着する。16は杯で、内外面ともに回転ナデ調

整を施し、底部には高台を施してナデ調整している。17は甕片で、内面に車輪文、外面に平行タタ

キを施す。15、 18は土師質土器杯である。15は口縁部で、内外面ともにナデ調整を施し、外面には

指頭圧痕を施している。口縁部は外方に直線的に立ち上がり、端部を丸く仕上げている。18は底部

で、内面に回転ナデ調整を施し、底部には高台を貼付後回転ナデ調整している。19は京都系緑釉陶

器皿で、内外面ともに施釉している。口縁部は内湾気味に立ち上がり外側に屈曲する。

第153図 1は 白磁碗の口縁部で、内外面を施釉している。口縁部は内湾気味に立ち上がリタト傾する。

コ

▽ 三

第 153図 第③層出土遺物 2

5は 内面は口縁部に

ナデ調整、体部にへ

ラケズリ調整を施 し、

外面は口縁部にナデ

調整の後指頭圧痕、

体部はナデ調整の後

11条の凹線を施す。

日縁部は外反気味に
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端部は尖 り気味に仕上げている。2は在地土器の捏鉢または悟鉢である。内外面ともにナデ調整を

施す。3、 5～ 6は土師質土器杯で、内外面ともに回転ナデ調整を施す。3、 5は立ち上がりは外方に

直線的に立ち上がる。5は底部に糸切痕を残す。6は外反気味に立ち上がり、端部を平坦気味に仕上

げている。4は瓦質土器悟鉢の底部で、内外面ともにナデ調整を施し、内面に悟目を施す。立ち上が

りは外方に直線的に立ち上がる。7は青花碗で、内外面ともに施釉 し染付を施 している。口縁部の

立ち上がりは、外反した後内湾気味に立ち上がる。端部は尖 り気味に仕上げている。

第 154図 1～ 2は石器の未製品である。1は暗紫色を呈する准質な石、2は黒曜石である。

<第④～⑤層>(第 155～ 158図 )

第 155図 1～ 5は縄文土器である。11よ 内外面ともにナデ調整を施し、外面には沈線を施す。口縁

部は内湾しながら立ち上がりやや内傾する。端部は丸 く仕上げている。2は内外面ともにナデ調整

を施し穿孔している。口縁部は内湾気味に立ち上がり、端部を丸く仕上げている。3は内面に2枚貝

条痕を施し、外面にナデ調整を施す。口唇部外面には刻目突帯を施している。口縁部の立ち上がり

は口唇部で外傾 し、端部は尖り気味に仕上げている。4は内外面に2枚貝条痕を施し、口縁部外面に

刻目突帯を貼付 してナデ調整している。口縁部は外方に直線的に立ち上がる。5は内外面ともにナ

デ調整を施し、底部に高台を貼付 している。6～ 19は弥生土器で、このうち6～ 9、 11、 14～ 19は

甕である。6～ 7は 口縁部内外面及び体部外面にナデ調整を施し、体部内面にヘラケズリ調整を施す。

6は口唇部外面に刻目突帯を施し、突帯上部に 1条の凹線を施すことによって、器壁との界線を作っ

ている。口縁部の立ち上がりは、口唇部でタト傾 し内湾気味となる。端部は尖り気味に仕上げている。

7は口縁部は外反気味に立ち上がり、端部を丸く仕上げている。8は口縁部で内外面ともにナデ調整

を施す。口縁部は外反気味に立ち上がり、端部に1条の凹線を施している。9は口縁部内タト面にナデ

調整及び指頭圧痕を施し、体部内面にハケロ調整、体都外面にナデ調整を施 している。口縁部は口

唇部で外傾 し、端部を丸く仕上げている。11は口縁部内外面にナデ調整を施し、体部外面にはハケ

目調整を施す。口縁部は外傾 し九く仕上げている。14は口縁部内外面にナデ調整を施す。口縁部は

外偵1に肥厚させ、端部に平坦面を作っている。15は口縁部内外面にナデ調整を施した後、内面には

指頭圧痕を施す。体部外面にはハケロ調整を施し、肩部外面には3条の凹線を施す。口縁部は外傾

し、端部を尖り気味に仕上げている。16は外面にナデ調整を施し、体部上側に2条の突帝を作 り列

点文を施している。口縁部は口唇部から外反気味に立ち上がり、端部で平坦面を作る。端部外側に

は刻目文が施されている。17～ 19は底部である。17は外面にナデ調整を施す。立ち上がりは外反

気味に立ち上がる。18は外面にハケロ調整を施す。立ち上がりは外反気味に立ち上がる。19は 内面

にヘラケズリ調整を施し、外面にヘラミガキ調整及び指頭圧痕を施す。断面及び内面に粘上の接合

痕が残る。立ち■がりは外方に直線的に伸びる。10は壺用蓋で、内外面ナデ調整を施した後、外面

に各 2条のヘラ描き沈線 2組及び松葉状のヘラ描き沈線を残す。天丼部には摘みを施している。12

は鉢で、内外面ともにナデ調整を施し、口縁部外面に指頭圧痕及び粘土塊を残す。口縁部は内傾気

味に立ち上がり、端部を外方に肥厚させて平坦面にしている。13は壺の体部で、内外面ともにナデ

調整を施す。外面には断面三角形の貼付突帯が施されている。因幡・伯脅からの搬入土器である可

能性もある。
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第 156図 第④～⑤層出土遺物 2
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第 157図 第④～⑤層出土遺物 3

第156図 1～ 6は弥生土器で、このうち1～ 2、 4～ 6は甕である。1は口縁部内タト面及び頸部外

面にナデ調整を施し、体部内外面及び頸部内面にハケロ調整を施す。肩部外面には4条の凹線が施

されている。口縁部は外傾し、端部を丸く仕上げて刻目文を施す。2は 口縁部内外面にナデ調整を

施し、冬部内外面にハケロ調整を施す。外面口縁部と体部の間には1条の凹線が施され界線となっ
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第 158図 第④～⑤層出土遺物4

ている。口縁部は内湾しながら立ち上がり、端部を丸 く仕上げている。4は底部で、内面にヘラケズ

リ調整を施し、外面にハケロ調整を施す。立ち上がりは内湾気味に立ち上がる。5～ 6は口縁部で、

内外面ともにナデ調整を施す。5は 口縁部は外反気味に立ち上がり、上下を拡張させて端部に3条の

擬凹線を施している。顎部断面に粘上の接合痕が残る。6は複合口縁を呈する口縁部の立ち上がり

は、外反気味に立ち上がり、端部を九 く仕上げている。3は壷の肩部から体部で、体部外面にヘラミ

ガキ調整を施し、肩部に斜格子文、4条の凹線・羽状文が施される。7は土師器高杯で、脚部にヘラ

ミガキ調整を施し、体部にハケロ調整を施しているものと考えられる。また内外面ともに赤彩が残

り、全面に赤彩が施されていた可能性がある。8は須恵器浄瓶で、口縁部内外面及び顎部外面に回転
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ナデ調整を施し、内面にはナデ調整を施す。口縁部の立ち上がりは、外側に水平気味に開いた後上

方に突出する。端部は尖り気味に仕上げている。9は瀬戸焼卸皿の底部で、内面に卸目を施し、外面

は回転ナデ調整の後施釉していたものと考えられる。底部には回転糸切痕が残り、漆が付着している。

第 157図 1～ 2は石器の未製品で、黒曜石のものである。3は石鏃で、安山岩のものである。

第 158図 1～ 6は石斧である。1、 4は刃先を拡張させたタイプ、2、 6は刃先の拡張が少なく小型

のタイプ、3は縦長のタイプ、5は刃先の拡張が大きく大型のタイプである。

<その他の遺物 1～ 2>(第 159～ 160図 )

第 159～ 160図 は①～③層出土遺物及び排土中

遺物である。

第 159図 1～ 2は五輪塔で、1は火輪、2は水輪

である。2は肩部に工具痕が残る。3は立方体状の

石製品で、用途不明のものである。

第160図 1は須恵器高郭で、内面見込にナデ調整

を施 し、外面に回転ナデ調整を施す。脚部は中程

で屈曲気味に広が り、端部で尖 り気味に仕上げて

いる。2は製塩土器で、内外面ともにナデ調整を施

し、口縁部に指頭圧痕を施 している。口縁部の立

ち上が りは直立的であるがやや外反 している。端

部は平坦気味に仕上げている。3は在地土器の悟

鉢で、内面に括目を施 し外面にナデ調整を施 して

いる。口縁部は内湾気味に立ち上が り、やや肥厚

させて、端部を尖 り気味に仕上げている。4は青磁  0
の皿で、内外面 ともに施釉する。口縁部の立ち上  h~~~

憲∈証茎三Dl

第 159図 その他の出上遺物 1がりは口唇部で外傾 し、内湾気味に伸びる。端部

は尖 り気味に仕上げている。2次被熱の可能性がある。
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第 160図 その他の出土遺物 2

<第⑥層>(第 161図 )

第 164図 1～ 5は縄文土器である。11よ 内面にヘラケズリ調整を施し、外面にヘラミガキ調整を施

す。口縁部端部は尖 り気味に仕上げている。2は大突起深鉢形土器の口縁部である。外面に沈線を

施している。3は内面にヘラケズリ調整を施 し、外面に条痕を施す。穿孔が施されている。断面に

は粘上の接合痕が残る。4は内外面ともに2枚貝条痕を施す。口縁部は外方に直線的に立ち上がり、

L
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第 161図 第⑥層出土遺物

端部を平坦気味に仕上げている。5は外面にヘラミガキ調整を施す。立ち上がりは外反気味に立ち上がる。

<第⑦層>(第 162～ 163図 )

第162図 1～ 6は縄文土器である。11よ内外面ともにナデ調整を施す。口縁部の立ち上がりは外方

に直線的で、口縁部外面には突帯を貼付 している。2は内面にヘラケズリ調整を施し、外面にはナデ

調整を施している。口縁部は内湾 しながら立ち上が り、端部を平坦気味に仕上げている。3は双耳

壼の把手で、内面にナデ調整を施し、外面には磨消縄文を施している。把手には穿孔が施されてい

る。柳浦俊一氏の五明田式の遺物と考えられる。4は 内面に2枚貝条痕を施し、外面には2枚貝条痕

の後ナデ調整を施している。5は土製円盤で、縄文土器片を丸く加工し円盤状にしている。6は底部

で、内外面ともにナデ調整を施しているものと考えられる。外面には指頭圧痕も残る。
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第 162図 第⑦層出土遺物 1
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第 163図 第⑦層出土遺物2

第 163図 1～ 13は縄文土器である。1は内面に2枚貝条痕を施 し、外面に磨消縄文を施す。口縁

部は内湾気味に立ち上が り、端部を平坦気味に仕上げている。断面に粘上の接合痕が残る。2は内

面にヘラミガキ調整を施 し、外面に磨消縄文を施す。口縁部は内湾気味に立ち上が り、端部を平坦

気味にして内側にやや突出させている。3は内外面ともに2枚貝条痕を施す。断面に粘土の接合痕

が残る。4は内面にヘラミガキ調整を施 し、外面に2枚貝条痕を施す。口縁部は内湾気味に立ち上が

り、端部を平坦気味にして内側にやや突出させている。5は 内面及び口縁部外面にナデ調整を施 し、

体部外面にはヘラミガキ調整を施 している。国縁部は内湾気味に立ち上が り、やや肥厚 させて端部

を尖 り気味に仕上げている。穿孔が施されている。6は底部で、外面にナデ調整を施 した後、指頭圧

痕を施 している。立ち上が りは外方に直線的に立ち上がる。7は 内面に2枚貝条痕を施 し、外面に磨

鶴
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消縄文を施す。柳浦氏の五明田式の遺物と考えられる。8は底部で、内外面及び底部に2枚貝条痕を

残す。底部は高台にしている。9は内面にヘラミガキ調整を施し、外面に磨消縄文を施す。立ち上

がりは外方に直線的に伸び、内側にかえり状の痕跡を残す。口縁部に筒状のものが付 くタイプで、

柳浦氏の五明田式の遺物と考えられる。10は底部で、内面にナデ調整を施している。立ち上がりは

外方に直線的に立ち上がる。11は 内面にナデ調整を施し、外面に磨消縄文を施す。12～ 13は土製円

盤で、2点 とも縄文土器片を丸く加工し円盤状にしている。13は表面にヘラミガキ調整の痕跡が残る。

<その他の遺物 3～ 4>(第 164～ 165図 )

第 164～ 165図は⑥層以下の出土遺物で、その大半は⑦層の出土遺物と考えられる。

第164図 1～ 6は縄文土器である。1は内外面ともに2枚貝条痕を施す。口縁部は内湾気味に立ち

上がり、端部に突起物を作っている。柳浦氏の五明田式の遺物と考えられる。2は内外面ともにナ

鮎

0                      1 0Cm

第 164図 その他の出土遺物3

デ調整を施す。口縁部は外方に直線的に立ち上が り、端部を丸 く仕上げている。3は外面に磨消縄

文を施す。4～ 5は底部である。4は内面に2枚貝条痕を施 し、外面にナデ調整の後指頭圧痕を施す。

底部は高台にしている。断面に粘上の接合痕を残す。5は 内面にナデ調整を施 し、外面にヘラミガ

キ調整を施す。享ち上が りは外方に直線的に立ち上がる。底

部は高台としている。6は風化が著しいが、外面には2枚貝条

痕が施されていた可能性がある。口縁部は外反気味に立ち上

がった後、内側に若千折 り返す。端部は丸 く仕上げている。7

～ 9は弥生土器である。7は外面にハケロ調整を施し、底部付

近ではナデ調整を施 している。立ち上が りは外反気味に立ち

贔 g員
1

0         3 cm

"
第 165図 その他の出土遺物 4



上がり、底部は1高台としている。8は立―ち上がりは内湾1気味に

立ち上がる。底部
―に平坦面を作つている。9は風化が著しいがヽ

外面に指頭庄痕が残る。底部に平担面を作っている。

第 165図は石器の未製品で、黒曜石のものである。

<その他の遺物 5>(第 169図 )

第166図はC婚上面から出上した縄文土―器で、外面に2枚貝

条痕が残る.。 口縁部端部は九く仕上げている。

0        .5cm
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第 166図 その他の出土遺M5
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第 3節  まとめ

調査地は築山遺跡の東端部にあたり、旧大井谷川の西岸に営まれた生活跡である。今回の調査で

は、中近世を中心として、奈良平安時代、古墳時代後期～終末、弥生時代後期、弥生時代前期、縄

文時代後晩期と非常に幅広い時期の遺構 。遺物が確認された。縄文後晩期については包含層のみの

確認であつたが、その他の時期については遺構も確認されている。

遺構は溝 。土娠 。小ピット等が大部分で、その多くが中近世の時期にあたるものである。弥生～

古代にかけての遺構は非常に少ないが、弥生時代以降の基盤層が比較的高いため後世の破壊が繰 り

返された結果であろう。

各時期の概要は以下のとおりである。

<縄文時代後期～晩期>

遺構は確認されておらず、包含層より上器や石器が確認されるのみである。縄文時代の資料は市

内では三田谷 I遺跡、保知石遺跡等でわずかに知られるのみであり貴重な資料といえる。平成 15年

度に実施した県道出雲三刀屋線に伴う隣接地の発掘調査では、より良好な縄文土器資料が得られて

おり、今後の整理が待たれる。

包含層最下部付近では埋没林が確認され、当時の環境が森林であつたことがわかる。本来の生活

地の位置は不明であるが、調査地南側の丘陵地もしくは丘陵谷部に存在したものであろう。

また、包含層最下部ではC14年代測定も実施しており、約 3700年前から堆積した土層である事が

判明している。縄文時代後期頃の実年代として矛盾ないものと考える。

<弥生時代>

縄文晩期から弥生時代前期にかけて厚い砂層の堆積がみられ、この頃に大規模な洪水等による地

形の変化があつたものと考えられる。

比較的地形の低い調査地東方に溝・土娠等の遺構が少量確認される。本来調査地の西方にも遺構

は存在 したであろうが、中世までに掘平を受けたものと考えられる。

遺構と遺物は弥生前期と後期のものが確認されており、弥生中期のものは全 く確認されていない。

<古墳時代後期～古代>

明確に当該時期の遣構と判断できるものは僅少で、わずかにⅡ区SK 09な どが挙げられる。やは

り中世までに削平を受けたものであろう。遺物としては古墳時代後期後半から平安時代までの遺物

が調査区全般から出土しており、当該時期に調査地周辺で生活が営まれていた事がうかがえる。古

墳時代前 。中期の遺物が全 く出上していないことも特徴として挙げられる。

また、包含層出土遺物中には円筒埴輪や子持壷などの後期古墳関係遺物が散在しており、付近に

破壊された古墳等が存在 したと考えられよう。Ⅱ区SK 09も 墓墳である可能性があり、平成 15年度

に実施した県道今市古志線に伴う発掘調査でも隣接地で土墳内より奈良時代の骨蔵須恵器が確認さ

れている。当該時期の調査地は墓域としての性格を持っていた可能性がある。



―

<中世>

今回の調査地において、近世とともに遺跡の中心を成す時期である。調査地西方を中心に比較的

多くの溝・土娠・ピット等の遺構が確認される。ただし、遺構内からの遺物は極めて僅少で、生活

の中心地であったとは考え難い。土質分析の結果、14～ 15世紀頃には調査地の一部でソバ栽培が行

われていた可能性が高 く、耕作等に伴う遺構群としての性格も考えられよう。ただし、 I区の北端

部分では大形の溝や土壌が密集しており、遺構内遺物も他と比して多い。当時の生活区画の一部で

あろうか。

その他、近世の包含層中からではあるが、塩冶氏家紋入りの漆器椀が出上しており、塩冶氏関連の

実物資料として注目される。

<近世>

中世に引き続き、多 くの溝・土娠・ピット等の遺構が確認される。やはり遺構内からの遺物は少

なく、中世と同様の性格をもった遺構群と考えられる。土質分析の結果、18世紀以降の堆積土から

は稲花粉が多量に検出されており、畑作とともに水田耕作が盛行 していたことがうかがえる。

以上のような調査結果から、調査地は生活の中心部ではないものの、縄文時代晩期から近世に至

るまで断続的に生活空間として利用された市内では希少な遺跡であることが判明した。今回の調査

では遺構に伴う遺物が非常に少なく、追跡の性格検討としても大雑把なものにならざるを得なかっ

た。

しかしながら、平成 15年度以降、県道出雲三刀屋線に伴う発掘調査と県道今市古志線に伴う発掘

調査によって徐々に今回の調査地周辺の遺跡概要が明らかになりつつある。調査は今後も継続予定

であり、追跡中心部の実態解明を期待したい。



築山遺跡における自然科学分析

渡辺正巳 (文化財調査コンサルタント株式会社)

はじめに

築山遺跡は島根県出雲市上塩冶町地内に立地する遺跡である。

また本報は、出雲市 (出 雲市文化財室)が文化財調査コンサルタント株式会社に委託 。実施した

分析報告書の概報である。

分析試料について

図 1に示す各地点において試料を採取 した。各地点の堆積相および試料採取層準は、図 2～ 6の

花粉ダイアグラム中左側の柱状図に示すとおりである。また、No l地 ′点において火山灰質の砂層に

被われた埋没樹木をC望 年代測定試料とした。No l地点の花粉分析試料は、この埋没樹木の根元より

採取した腐植質粘土である。

分析方法および分析結果

(1)花粉分析

処理は渡辺 (1995)に従つて行つた。プレパラートの観察・同定は、光学顕微鏡により通常 400

倍で、必要に応 じ600倍 あるいは 1000倍 を用いて行った。花粉分析では原則的に木本花粉総数が

200個体以上になるまで同定を行い、同時に検出される草本・胞子化石の同定も行った。また、イ

ネ科花粉を中村 (1974)に従い、イネを含む可能性の高い大型のイネ科 (40ミ クロン以上)と 、イ

ネを含む可能性の低い小型のイネ科 (40ミ クロン未満)に細分している。

分析結果を図 2～ 6の花粉ダイアグラムに示す。花粉ダイアグラムでは木本花粉総数を基数とし

て各分類群毎に百分率を算出し、木本花粉を黒塗リスペクトルで、草本花粉を白抜きスペクトルで

示した。また検出数の少ない試料では、出現した種類と「 *」 で示した。右端の花粉総合ダイアグ

ラムでは木本花粉を針葉樹花粉、広葉樹花粉に細分し、これらに草本花粉、胞子の総数を加えたもの

を基数として、それぞれの分類群毎に累積百分率として示した。

(2)C“ 年代測定

AMS法を用いた。測定結果を表 1に示す。

花粉分帯

花粉分析の結果を基に局地花粉帯を設定した。以下に各花粉帯の特徴を示す。また、本文中では

花粉組成の変遷を明らかにするために、下位から上位に向けて記載し、試料Noも 下位から上位に向

かって記した。

(1)Ⅳ帯 (No l地 点試料No l)

アカガシ亜属、マツ属 (複維管束亜属)が卓越し、スギ属、マキ属を特徴的に伴う。



(2)Ⅲ 帯 (No 3地 点試料No 4、 3、 h5地点試料No 4)

マツ属 (複維管束亜属)、 スギ属、アカガシ亜属、コナラ亜属が卓越する。

(3)Ⅱ 帯 (恥 3地点試料No 2、 1、 No 4地点試料No 3、 No 5地 点試料No 3、 2)

マツ属 (複維管束亜属)力S卓越し、スギ属、アカガシ亜属、コナラ亜属を伴う。

(4)I帯 (No 4地 点試料No l、 No 5地点試料No l)

マツ属 (複維管束亜属)が卓越し、スギ属を伴う。

各地点毎に花粉帯と堆積時期をまとめると表 2の様になり、ほとんど矛盾の無い結果を示す。

近隣の花粉分析結果との比較

築山遺跡近辺の三田谷 I遺跡、藤ケ森南遺跡では、従来より花粉分析が実施・報告されている (渡

辺,2000、 中村・渡辺,2000、 渡辺,1999、 )。

各遺跡で設定された局地花粉帯と今回設定した局地花粉帯の関係は、表 3の ようにまとめること

ができる。表 2か ら明らかなように、各遺跡間での局地花粉帯の変遷 (花粉組成変遷)は、よく一

致した。

古環境変遷

ここでは、諸分析結果より推定できる古環境について、花粉帯毎に述べる。

(1)Ⅳ帯期 (縄文時代後期 i3700年前頃)

前述、三田谷 I遺跡での分析結果 (中 村 。渡辺,2000)と 極めて類似した花粉組成を示した。ま

た、1/4C年代、堆積相も三田谷 I遺跡と類似 している。三田谷 I遺跡を埋めた埋没林を形成の原因と

なった洪水堆積物 (B層 )が、丘陵を回り込んだ築山遺跡にまで至 り、No l地点で生育していた樹木

を覆い埋没林を成したと考えられる。

また、配1地点の分析試料は腐植質粘土であり、湿地で堆積したものであると考えられる。樹種鑑

定をしていないものの埋没樹木は湿生の樹木であると考えられる。これらの樹木の根本近 くには、

花粉の検出できたカヤツリグサ科や、イネ科の草本が生育していたと考えられる。

さらに花粉分析結果から明らかなように、背後の丘陵にはカシ類を要素とする照葉樹林が分布 し

たと考えられる。また、丘陵の縁辺など開けた場所にはアカマツや、ナラ類を要素とする遷移林が

分布していたと考えられる。

(2)Ⅲ 帯期 (弥生時代～中世頃)

地層が薄く、断続的な花粉組成しか得られなかったことから、推定される時代幅が広がつた。

No 3地点では中世および中世～近世に堆積した層準、No5地点では弥生時代頃に堆積 した可能性の

ある層準が分析対象であった。ここでは土壌化、あるいは鉄分の沈着に伴う化学変化のために花粉

化石が解け、花粉化石の含有量が少なくなったと考えられる。このためイネ科 (40ミ クロン以上)

の出現率は高いものの、イネ科 (40ミ クロン未満)や、キク科花粉、胞子の検出量も多く、この地

点が水田であつたか否かの判断はできなかった。ただし、No 3地 点からはソバ属花粉が検出されて

おり、近辺で畑作が行われていた可能性は高い。

十
二



一方木本花粉では、両地点共にマツ属 (複維管束亜属)、 スギ属のほかアカガシ亜属、コナラ亜属

が卓越傾向にあり、遺跡近辺の丘陵では、アカマツやコナラを主要素とする遷移林 (二次林あるい

は「里山」)が広がり、やや離れた丘陵や中国山地縁辺にはカシ類を要素とする照葉樹林が分布して

いたと推定できる。また遺跡近辺の谷沿い斜面には、スギも生育していたと考えられる。

(3)Ⅱ 帯期 (近世から近代頃?)

No 4地 点では鉄分の沈着に伴う化学変化のため花粉化石が解け、花粉化石の含有量が少なくなっ

たと考えられる。No 3,5地点のいずれの試料からも充分な量の花粉化石が検出され、イネ科 (40ミ

クロン以上)花粉が高率で検出される。また、他の車本花粉の出現率はさほど高率にならず、水田

雑草を含む種類の花粉やソバ属花粉が検出されるなど、遺跡一帝に水田が広がつていたことが推定

される。

また木本花粉ではマツ属 (複維管束亜属)花粉が卓越しコナラ属を伴うなど、アカマツやナラ類

を主要とする「里山」が、丘陵から中国山地縁辺に分布していたことが推定できる。

(4)I帯期 (近
。現代 )

No 4地 点では鉄分の沈着に伴う化学変化のため花粉化石が解け、花粉化石の含有量が少なくなっ

たと考えられる。No 5地点では充分な量の花粉化石が検出され、イネ科 (40ミ クロン以上)花粉が

高率で検出される。一方、Ⅱ帯に比べ他の草本花粉の出現率は、水田雑草を含む種類の花粉やソバ

属花粉を含め低 くなる。この様な草本花粉の変遷は、農作業の近代化に伴う除草作業の徹底や、雑

穀栽培が衰退し米作主体の農業に転換したことが原因であると推定される。

また木本花粉では、Ⅱ帯に比ベスギ花粉の増加が顕著である。このことは、近代以降特に第二次

大戦後のスギ植林や、いわゆる「燃料革命」による「里山」の放棄などが主な原因であると考えら

れる。

まとめ

花粉分析結果から、 I～ Ⅳ帯の4局地花粉帯を設定した。さらに周辺諸遺跡での花粉分析結果 (局

地花粉帯)と の比較を行い、花粉組成変遷とその表す時代との関係がよく一致することが明らかに

なった。

花粉分析結果を基に遺跡近辺から周辺の古植生を推定した。特筆すべき点は以下の事柄である。

①埋没樹木 (埋没林)は、三田谷 I遺跡で発見された埋没林と同時期のものであり、成因も共通す

る可能性がある。

②No3地点では、Ⅲ帯期 (中 世)に ソバ栽培が行われていたと考えられる。

③水田耕作が断定できるのは、No 5地点Ⅱ帯期 (中 ～近世)以降である。

引用文献

中村 純 (1974)イ ネ科花粉について, とくにイネを中心として,第 四紀研究, 13,187-197.

渡辺正巳 (1995)花粉分析法.考古資料分析法,84,85.ニ ユー・サイエンス社

渡辺正巳 (1999)藤 ケ森南遺跡の花粉、プラント・オパール分析.出雲郵使局移転に伴う埋蔵文化
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築山遺跡 (I区 )遺物観察表
挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

99--1 SD 01 弥生土器

無頚壼

不 明 風化 2mm大の砂

粒多く含む

軟質 淡橙褐色 ～淡

責褐色

口縁下部貼付突帯

-2 SDOユ 弥生土器重 不明 外面 :ミガキ

内面 :口縁ナデ、体部ミガ

キ

2～ 3mm大
の砂粒多く含

む

軟質 黄掲色 頸部境界に明瞭な

段

-3 SD04 弥生土器壺

or奏

不 明 風化 2～ 3mm大
の砂粒多く含

む

軟質 外面 :暗橙褐色

-4 SD05 弥生土器甕 不 明 外面 :ナデ

内面 :口縁ナデ、体部ハ

ケ

2～ 3mm大
の砂粒多く含

む

軟質 褐灰色 顕部下に直線文の

痕跡

-5 SD ll 土師器杯 口径 :(■ 6)

底径 :(5)

器高 :3

外面 :強いナデ

内面 :風化

底部 :回 転糸切

密 軟質 淡黄褐色

-6 SD ll 土師器杯 底径:48 風化 密 軟 質 淡橙褐色 ～淡

責褐色

-7 SD ll 土師器ネ 底径 :(46) )民化 密 軟 質 淡橙褐色

-8 SD ll 土師器小皿 口径 :(7)

底径:38

器高 :2

風化 密 軟質 淡責褐色

-9 SK 06 土師器ネ 口径:(146)

底径:(72)

器高:36

外面 :強いナデ

内面 :強いナデ

底都 :回 転糸切 (風化)

2mm以下の

砂粒含む

良 淡橙褐色

-10 SK 06 陶器小重? 底径 :6 全面施釉 2～ 3mm大
の砂粒わず

力ヽこ含む

良 断面 :赤橙色～

灰褐色

施釉 :褐色

備前系

-1ユ SK 06 陶器甕 不 明 外面 :施釉

内面 :ナデ

2mm以下の

砂粒含む

良 外面 :淡青灰色

内面 :暗青仄色

施釉 :暗緑色

盗器系

-12 SK 08 土師器lTh 口径 :(118)

底径:52

器高:34

外面 :強いナデ

内面 i強 いナデ

底部 :回 転糸切

密 良 赤橙褐色 ～褐

灰色

-13 SK 10 土師器杯 口径 :(112)

底径 :(54)

器高 :3

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :回転糸切

密 軟 質 淡橙褐色

-14 SK 10 土師器小皿 口径 :(78)

底径:(42)

器高■ 6

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :回転糸切

密 良 淡橙褐色

-15 SK 10 土師器小 皿 口径:(64)

底径:(28)

器高■ 8

風 化 密 良 淡橙褐色

-16 SK 10 土師器14N 不 明 外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :回 転糸切

密 良 淡黄褐色

-17 SK 10 土師器小皿 底径:22 外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :糸 切

密 史 淡赤橙色

―」



挿図番号 出土地点 種   別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

-18 SK 14 土師器

柱状高台皿

底径 :5 外面 :風化 (ハケ状工具痕)

内面 :ナデ

底部 :回転糸切

密 良 淡赤橙色

-19 SK 14 土師器小皿 口径 :7

底径:34

器高:2

化

面

風

底

跡

:わず力ヽこ糸切の痕

密 軟質 淡橙褐色 ～淡

責褐色

-20 SX 01 漆器椀 口径:(152)

底径 :8.4

器高 :5.8

総黒色漆塗(底部除く)

朱漆の漆絵「鶴?」

炭務渋下地、透明

漆 1層

村種 :トチノキ

100-1 A2Gr

包含層

5A層

弥生土器奏 不 明 風化 2mm以下の

砂粒多く含む

軟質 淡黄褐色

-2 A2Gr

包含層

5A層

弥生土器甕 不 明 風化 2mm以下の

砂粒多く含む

軟質 淡黄褐色 顎部下にヘラ状工

具|こよる区画線

-3 A2Gr

包含層

5A層

磨製石器石

斧

幅:58

厚 :2.4

101-ユ B18Gr

包含層

5B～ C層

弥生土器甕 口径 :(22) 外面 :風化 (体部にハケの

痕跡)

内面 :風化 (体部にケズリ
の痕跡)

2mm以下の

砂粒少量含

む

良 橙褐色

-2 B24Gr

包含層

5B～ C層

弥生土器奏 不 明 外面 :ナデ

内面 :口縁ナデ、体部ケ

ズリ

密 良 黄褐色

-3 B25 Gr

包合層

5C層

須恵器

杯蓋

口径 :(14.8)

器高:22

外面 :ナデ

内面 :ナデ

密 良 暗青灰色 ～灰

色

輪状つまみ

-4 B15Gr

包含層

5B層

須恵器郭 底径 :(3.6) 外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :糸 切後ナデ

密 良 青灰色

-5 B23 Gr

包含層

5C層

土師器杯 口径■3.4

底径 :6.2

器高 :3.6

風化 (底部糸切の痕跡) 密 軟質 淡橙褐色

-6 B24Gr

包含層

5C層

土師器杯 口径■1

底径 :4.8

器高 :2.8

'巨

時化 密 軟質 淡橙褐色

-7 B23Gr

包含層

5C層

上師器不 底径 :7 風化 (底部糸切の痕跡) 密 良 橙褐色 ～褐灰

色

-8 B24G

包含層

5C層

土師器皿 口径 :(■ )

底径 :(5,6)

器高 :2.4

風化 (底部糸切の痕跡) 密 軟質 淡橙褐色

-9 B24Gr

包合層

5C層

土師器小皿 口径 :(7.4)

底径 :4

器高■,8

風化 (底部糸切の痕跡) 密 軟質 淡橙褐色

102-1 B17Gr

包含層

4層

弥生土器

奏

不 明 風化 2mm以下の

砂粒少量含

む

良 黄褐色

-2 B12Gr

包含層

4層

弥生土器壷

or奏

底径 :(10) ,飛化 2～ 3mm大
の砂粒多く含

む

軟質 橙褐色 ～淡責

褐色

-3 B14Gr

包含層

4層

須恵器杯蓋 口径■3以上 外面 :ナデ

内面 :ナデ

密 良 淡青灰色 宝珠つまみ



下

挿図呑号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

-4 C8Gr

包含層

4層

須恵器蓋杯 受部径 :(13) 外面 :ナデ

内面 :ナデ

密 良 灰色～淡灰色

-5 C±6Gr

包含層

4層

須恵器杯 口径 :(134) 外面 :ナデ

内面 :ナデ

密 良 青灰色 ～暗青

仄色

-6 C2Gr

包含層

4層

須恵器盤? 底径 :(124) 外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :ナデ

密 良 淡灰色

-7 A3Gr

包含層

4層

須恵器子持

重子壷?

口径 :(102) 外面 :ナデ

内面 :ナデ

密 良 暗青灰色～灰

白色

同形態の子持壷子

重が調査地西方の

築山古墳より出土

-8 C10Gr

包含層

4層

土師器ネ 口径 :(128) 外面:ナデ

内面:ナデ

密 良 淡黄褐色

-9 C5Cr

包含層

4層

土師器ネ 底径 :6 外面 i風化

内面 iナデ

底部 :回 転糸切

2mm以下の

砂粒含む

良 橙褐色 ～暗赤

褐色

-10 C15Gr

包含層

4層

土師器小皿 口径 :(75)

底径 :(4)

器高■7

風 化 密 軟質 淡黄褐色

-11 C16GR

包含層

4層

土師器小皿 口径 !(7)

底径:34

器高:18

外面 :風化

内面 :ナデ

底部 :風化 (糸切の痕跡)

密 良 橙褐色～褐灰

色

-12 C16GI

包含層

4層

土師質土器

灯明皿

口径 :(7)

底径 :5

器高■5

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :風化 (静止糸切?)

密 良 橙色

-13 包含層

4層

青磁折縁皿 不明 全面施釉 密 良 断面 :仄白色

施釉 :▼L緑色

-14 包合層

4層

陶胎染付椀 不明 全面施釉

植物様の染付

密 良 断面 :淡灰色

施釉 :淡乳緑色

-15 包含層

4層

灰釉陶器

花瓶?

口径 i34 全面施界歯 密 良 断面 :灰白色

施釉 :淡乳緑色

-16 包含層

4層

白磁四耳重 不 明 全面施釉 密 良 断面 :白 色

施釉 :淡白色

-17 包含層

4層

陶器甕 不 明 外面 :施釉、格子タタキ

内面 :ナデ

2～ 3mm大
の砂粒含む

良 淡灰色～暗灰色

施THI:暗緑色

盗器系

12花弁のスタンプ

-18 包含層

4層

陶器橋鉢 不 明 外面 :ナデ

内面 :ナデ、悟目

2～ 3mm大
の砂粒少量

含む

良 灰色～淡灰色 福 目6条 以 上 1単

位

-19 包含層

4層

陶器悟鉢 不明 風化

内面フ ケヽ、橋目

密 軟質 淡橙色 悟目3条 l単位

-20 包含層

4層

漆器小椀 口径 :(84)

底径:42

器高:33

外黒内赤色漆塗

金属粉の蒔絵「花輸達

紋」と見られる家紋
蜘鉛

山昼
透
内
混
樹

-21 包含層

4層

製塩土器 不 明 風化 2mm大の砂

粒多く含む

軟質 淡黄掲色 ～淡

赤橙褐色



挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 土 焼  成 色 調 備 考

-22 B12Gr

包含層

4層

管状土錘 長さ:45以 上

厚さ■ 6

風化 2mm以下の

砂粒含む

軟質 淡責褐色

-23 B10Gr

包含層

4層

管状土錘 長さ:43以 上

厚さ■3

風化 2mm以下の

砂 粒 少 量含

む

軟質 淡橙褐色

-2 4B10Gr

包含層

4層

管状土錘 長さ:45

厚さ■ 5

風化 2mm以下の

砂粒少量含

む

軟質 淡橙褐色

-25 B13Gr

包含層

4層

管状土錘 長さ:35以上

'軍

さ:9

風化 2mm以下の

砂粒少量合

む

良 赤橙色

-26 C9Gr

包含層

4層

管状土錘 長さ:41以上

厚さ:15

風 化 密 軟質 淡責褐色

-27 C5Gr

包合層

4層

管状土錘 長さ:45

厚さ■3

)弐化 2mm以下の

砂粒含む

軟質 淡黄褐色

-28 C9Gr

包含層

4層

管状土錘 長さ:37以上

厚さ:14

風 化 2mm以下の

砂粒少量含

む

軟質 淡責褐色

-29 C16Gr

包含層

4層

古瓦 厚さ:2～ 15 外面:縄 目痕

内面 :布 目痕

側面 :端部へ向けてケズリ

2～ 3mm大
の砂粒含む

良 淡青灰色 ～灰

色

端部に沈線、板 目

痕あり

-30 △5Gr

包含層

4層

円筒埴輪 不 明 風化 2mm大の砂

粒含む

良 内外面 :橙色

断面 :灰色

-31 A4Gr

包含層

4層

円筒埴輪 不 明 外面 :ヨ コハケ

内面 :風化

2mm大の砂

粒含む

良 内外面 :橙色

断面 :暗灰色

円形スカシ

-32 A2Cr

包含層

4層

円筒埴輪 不 明 風化 2～ 3mm大
の砂粒含む

軟質 責褐色

-33 C4Gr

包含層

4層

円筒埴輪 不 明 風 化 2mm大の砂

粒含む

軟質 橙褐色 底部調整

-34 BllG r

包含層

4層

石製品硯? 不明 用途不明

泥岩

-35 A5Gr

包含層

4層

鉄製品 幅■3～ 07 用途不明

長さ14cm程度の鉄

板を屈曲させて製作

-36 B10Gr

包含層

4～ 5層

鉄製品

刀子?

長i35以 上

幅■2

-37と 同一個体?

-37 B10Gr

包含層

4～ 5層

鉄製品

刀子?

長:8以上

幅■8

-36と 同一個体?

-38 A4Gr

包含層

4層

古銭 径:25 「元祐通費」

-39 包含層

4層

古銭 径 :2 「開元通賓J
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挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

120-ユ SD 12

BlGr

弥生土器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径:(78)

外面 :ヘラミガキ

内面:ヘラケズリ

2 DIl未満の砂

粒多量に混

入

軟 外面 :仄橙色

内面:淡仄橙色

121-1 SD09

D2Gr

縄文土器 口径 i不明

器高 :不明

底径 :不明

外面:2枚只条痕

内面:2枚貝条痕

底部 :不明

l mm以 下の砂

粒混入

軟 外面:暗橙灰色

内面 :責灰色

・口縁部端言Ⅲこ刻目文

・断面に粘土の接合痕

-2 SD 09

B2Gr

弥生土器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径180

外面 :ヘラミガキ

内面:ヘラケズリ

2nm程度の砂

粒多量に混

入

やや軟 橙灰色

-3 SD09

C2Gr

弥生土器

甕

口径:(201)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ、ヘラケズリ

底部 :不明

21nH以下の砂

粒混入

やや軟 切責灰色 ・口縁部に9条以上

の擬凹線

-4 SD 09

C2Gr

弥生土器

甕

口径 :(222)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ、ヘラケズリ

底部 :不 明

2むm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :暗黄橙色

内面:黄 白色

口縁吾Ыこ8条の擬

凹線

124-ユ SK 01

A2Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :不明

内面 :不明

底部 :不明

密 軟 外面 :暗淡橙色

内面 :淡橙色

125-l SK 02

B3Gr

弥生土器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不 明

2mm以下の砂

粒多量に混

入

軟 外面 :淡責橙色

内面:橙灰色

-2 SK 02

B3Gr

土師器

霊

口径 :(86)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ、ヘラケズリ

底部 :不明

2mm以下の砂

粒混入

軟 外面 :黄灰色

内面 :明 責仄色

-3 SK 02

B3Gr

土師器

イ

口径:(110)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 iナデ

31ul以下の砂

粒混入

軟 淡責白色

129--1 SD ll

F3Gr

縄文土器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :不明

内面 :ナデ

底部 :不明

l lltl以 下の砂

粒多量に混

入

軟 外面 :橙灰色

内面 :灰橙色

口縁部外面に刻目

突帯貼付

-2 SD ll

F3Gr

縄文土器 口径 i不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :不明

内面 :不 明

底部 :不明

2mm以下の砂

粒 多量に混

入

軟 外面:暗淡橙色

内面:淡橙色

・口縁部外面に突帝

貼付

-3 SD ll

F4Gr

縄文土器 口径 :不明

器高 :不明

外面 :不明

内面 :不明

底径 :不明

211m以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :橙灰色

内面 :明 責灰色

底部 :不明

口縁部に刻 目文

-4 SD ll

F3Gr

縄文土器 口径 :不 明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :不 明

底部 :不明

2ulnl以下の砂

粒多量に混

入

軟 外面 :灰橙色

内面 :淡灰橙色

・口縁部外面に突帯

貼付

-5 SD ll

H3Gr

弥生土器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :不明

内面 :不明

底部 :不明

2mm以下の砂

粒混入

軟 外面 :褐色

内面 :暗責橙色

-6 SD ll

H3Gr

弥生土器

奏

口径 :不 明

器高 :不明

底径 :(84)

外面 :ナデ

内面 iナデ

1～ 3 mmの 砂

粒 多量に混

入

軟 外面 :暗淡責色

内面 i暗 責色

-7 SD ll

H3Gr

弥生土器

甕

口径 :不明

器高 :不 明

底径 :(70)

外面 i不明

内面 :不明

2111H以 下の砂

粒 多 量 に混

入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :淡黄色

(一部橙色暗褐色)

-8 SD ll

A2Gr

弥生土器

器台

口径 :不明

器高 :不明

底径:(160)

外面 :ナデ

内面 :ヘラケズリ

2HI以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :淡責橙色

内面 :淡橙色

p甲 ギⅢ吉Бタト雇三に10

条以上の擬四線

-9 SD ll

H3Gr

弥生土器

甕

口径 :不明

器高 :不 明

底径 :(95)

外面 :ナデ

内面 :不明

1～ 3mmの砂

粒 多 量 に混

入

やや軟 外面 :淡橙色

内面:黄灰色

.L



挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

126-10 SD ll

A3Gr

弥生土器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

l EIIl未 満の砂

粒混入

やや軟 外面 :暗淡橙色

内面 :責橙色

・外面に1条の四線

-11 SD ll

F4Gr

土師器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

24ull未満の砂

粒 多量に混

入

やや軟 外面 :淡黄灰色

(口縁部褐色)

-12 SD ll

H3Gr

須恵器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :平行タタキ、カキロ

内面 :青海波

底部 :不明

密 良 青灰色

127--1 SK06

B3Gr

縄文土器 口径 :不明

器高:不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面:2枚貝条痕

底部 :不明

211ul以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :暗責灰色

内面 :褐色

口縁部外面に突帯

貼付

128-1 SD06

D5Gr

弥生土器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不 明

外面 :ナデ

内面 :不明

底部 :不明

411ull以下の砂

粒 多量に混

入

軟 外面 :暗責褐色

(一部責褐色)

内面 :責灰色

・体部外面に7条の

ヘラ描き直線文

-2 SD 06

F3Gr

弥 生 土 器

笠

口径 :不明

器高:不明

底径 :不 明

外面 :ナデ

内面 i指頭圧痕

底部 :不明

密 軟 外面 :淡橙色

内面 :灰橙色

(一部褐色)

-3 SD 06

B6Gr

須恵器

奏

口径 :(172)

器高 :不 明

底径 :不 明

外面 :回 転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不 明

密 良 外面 :茶褐色

内面 :灰褐色

-4 SD 06

B6Gr

須恵器

高杯

口径 :不 明

器高 :不 明

底径 :(105)

外面 :回転ナデ

内面 :回 転ナデ

密 良 外面 :暗灰色

内面 :青灰色

-5 SD06

B6Gr

須恵器

皿

口径 :不明

器高 :不 明

底径 :不 明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :不 明

τ 軟 灰 色

129--1 SD 15

F3Gr

縄文土器 口径 :不 明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

2mm以下の砂

粒 多量に混

入

軟 外面 :澄灰色

内面 :淡橙色

口縁部外面に刻目

突帯貼付

-2 SD 15

F3Gr

土師器

甕

口径:(148)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面:ナデ

底部 :不明

211ull以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :暗褐色

130-1 SD 02

14 Gr

盗器系陶器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不 明

外面 :ナデ

内面 :ヘラケズリ

底部 :不明

密 良 外面 :暗茶色

内面 :暗青灰色

,外面及び断面に粘

上の接合痕

-2 SD 02

14 Gr

在地土器捏

鉢

口径 :不 明

器高 :不 明

底径 :(108)

外面:不明

内面:ナデ

密 軟 外面 :橙色、暗

赤褐色

内面 :淡橙色

131-1 SD 01

H4Gr

弥生土器

奏

口径 :不 明

器高 :不 明

底径 :(88)

外面 :ナデ

内面 :不 明

241H以下の砂

粒混入

軟 淡黄白色

2 SD01

H4Gr

弥生土器

甕

口径 :不 明

器高 :不 明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

21un以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡橙色

(一部暗褐色)

内面 :淡橙色

・口縁部端部に2条

の擬凹線

3 SD01

H4Gr

土師器

高郭

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不 明

外面 :ナデ

内面フ ケヽロ

底部:不明

l Hul以下の砂

粒混入

やや軟 掲灰色

4 SD 01

H4Gr
土師器

低脚郭

口径 :不 明

器高 :不 明

底径 :(40)

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :ナデ

lmm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :淡灰橙色

5 SD 01

H4Gr

土師器

円筒埴輪

口径 i不 明

器高 :不 明

底径 :不 明

外面フ ケヽロ

内面 :ヘラミガキかヘラケズリ

底部 :不明

l llull以 下の砂

粒混入

やや軟 外面 :橙色

内面 :暗橙仄色



市

挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 詞 備 考

132-6 SD01

H4Gr

須恵器

奏

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :不明

密 良 青灰色

-7 SD01

G4Gr

須恵器

蓋

口径 :(139)

器高 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

密 良 青灰色

-8 SD01

G4Gr

須恵器

郭

口径 :不明

器高 :不 明

底径 :(78)

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :回 転ナデ

密 良 暗赤橙色 ,底言Ⅲこ高台貼付

-9 SD01

G4Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :不明

密 軟 淡橙色

133--1 SD 03

F5Gr

弥生土器

蓋

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面

内面

ナデ

ナデ

l Hlll未 満の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡黄色

内面 :明 黄灰色

-2 SD03

D6Gr

土師器

低脚杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :不明

底部 :ナデ

2HH以 下 の

砂粒混入

軟 淡橙色

-3 SD03

D5Gr

土師器

甕

口径 :(148)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :、 ヘラケズリ、ナデ

底部 :不 明

21tll以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡黄色

内面 :責仄色

-4 SD 03

H4Gr

土師器

円筒埴輪

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不 明

外面 :ナデ

内面 :指頭圧痕

底部 :不明

211111以下の砂

粒混入

やや軟 淡橙色

-5 SD 03

E5Cr

土師器

円筒埴輪

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ヘラミガキ、ナデ

内面 :不明

底部 :カット技法

34ul以下の砂

粒混入

やや軟 橙色

-6 SD 03

D5Gr

須恵器

蓋

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

密 軟 外面 :橙色

内面 :灰橙色

-7 SD03

D5Gr

須恵器

長頭瓶

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :暗青灰色

内面 :青灰色

・破片の一部はSD

04カち出土

体部径 (17.2)

133-] SD04

G4Gr

弥生土器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面:ヘラケズリ、ナデ

底部 :不 明

2mm未満の砂

粒混入

軟 外面 :橙色

内面:明 黄灰色

-2 SD 04

E6Gr

土師質土器

不

口径 :不 明

器高 :不 明

底径 :不 明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :回 転糸切

l HIIl未 満の砂

粒少量混入

軟 外面:淡黄橙色

内面 :淡橙色

134--1 SD 10

C6Gr

須恵器

奏

口径 :(168)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :青灰色

内面 :暗青灰色

-2 SD 10

B6Gr

須恵器

杯

口径 :(131)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :青灰色

内面 :黄灰色

-3 SD 10

B6Gr

須恵器

水注

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :不 明

密 良 外面 :灰褐色

内面 :暗青灰色

・体部径 (14,0)

-4 SD 10

C6Gr

土師質土器

ネ

口径 :(108)

器高 :不 明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :不 明

密 軟 外面:淡黄橙色

内面 :淡橙色

・柱状高台付杯の可

能′性あり

145--1 SK ll

F6Gr

縄文土器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底径 :不明

211tI以 下の砂

粒 多量に混

入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :黒褐色

底部 :不 明

・口縁部外面に刻

目突帯貼付



挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

136-1 SX01

F6Gr

須恵器

杯身

口径 :不明

器高 i不 明

外面 :回 転ナデ

内面 :回転ナデ、指頭圧痕、ナデ

底部 :回 転ヘラ切り

密 良 外面 :暗青灰色

内面 :青灰色

底吉Ⅲこヘラ記号「/」

・底部に格子】大のヘラ記号

137-1 SD08

C7Gr

弥生土器

甕

口径

器高

底径

明

明

明

不

不

不

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不 明

21ur以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :淡黄橙色

内面 :淡橙色

・口縁部端部に3条

の擬凹線

138-1 SD 16

B9Gr

須恵器

杯

口径:(115)

器高:40

底径 :(88)

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底郡 :回 転糸切

密 良 外面 :暗青灰色

(高台見込青灰色)

内面 :青灰色

・底部に高台貼付

-2 SD 16

B9Gr

土師質土器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面:不明

内面 :不 明

底部 :不 明

密 軟 黄灰色

140--1 SK09

B9Gr

土師器

杯

口径■26

器高:54

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底郡 :ヘラケズリ

2Eul以下の砂

粒混入

やや軟 淡赤褐色 ・内外面ともに赤彩

内面見込に放射状

の暗文

-2 K09

B9Gr

土師器

杯

口径■23

器高:54

外面:ナデ

内面 :ナデ

底部 :ヘラケズリ

2Hul以下の砂

粒混入

やや軟 暗赤橙色 ,内 外面ともに赤彩

141-1 SD20

D8Gr

土師器

円筒埴輪

口径 :不明

器高 :不 明

底径 :不 明

外面フ ケヽロ

内面 :ナデ

底部:不明

l Hull以 下の砂

粒混入

やや軟 外面:赤橙色

内面 :橙色

外面にタガの接合

痕

-2 SD20

C10Gr

土師器

円筒埴輪

明

明

明

不

不

不

径

高

径

口

器

底

外面フ ケヽロ

内面 :ナデ

底部 :不明

2Hull以下の砂

粒混入

やや軟 橙色 ・外面イこタガの接合痕

断面に粘上の接合痕

-3 SD 20

D8Gr

須恵器

養

口径 :不明

器高 :不 明

底径 :不 明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部:不明

密 良 外面 :黒褐色

内面 :青灰色

外面に波状文

-4 SD20

E7Gr

須恵器

甕

口径 :不 明

器高 :不明

底径 :不 明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :暗青灰色

内面 :暗褐色

・外面に自然釉付着

-5 SD20

D9Gr

土師器

高杯

口径 :不 明

器高 :不 明

底径 :不 明

外面 :ヘラミガキ

内面 :不明

底部 :ヘラミガキ

211ul以下の砂

粒混入

やや軟 暗責橙色

(内 面見込暗橙

色)

-6 SD 20

D9Gr

土師器

製塩土器

口径 :(7.6)

器高 :不明

底径 :不 明

外面 :指頭圧痕

内面 :指頭圧痕

底部 :不明

4utI以下の砂

粒多量に混

入

軟 面

面

外

内

淡灰橙色

淡橙色

-7 SD20

D8Gr

白磁

碗

口径 :不 明

器高 :不明

底径 :(62)

外面:施釉

内面 :施釉

底部 :施釉

密 良 外面 :灰色

内面 :淡青白色

・器壁と内面見込の

間に界線

-8 SD 20

D9Gr

餐器系陶器

甕

口径 :不 明

器高 :不 明

底径 :不 明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部:不明

2■m未満の砂

粒混入

史 外面 :褐色

内面 :淡茶色

,外面に灰被る

-9 SD20

E7Gr

在地土器

信鉢

明

明

明

不

不

不

径

高

径

口

器

底

外面 :ナ デ

内面 :ナデ

底部 :不明

2m以下の砂

粒少量混

軟 外面 :淡橙色

内面 :橙灰色

内面に橘目

-10 SD 20

B10G=

在地上器

福鉢

口径 :不 明

器高 :不明

底径 :不明

外面:ハケロ、ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

l Hul以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :褐色

・内面に橋目

-11 SD 20

E8Gr

肥前系陶器

坑

口径 :不明

器高 :不 明

底径:40

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :露胎

密 良 施釉 :手L茶色

露胎 :暗赤掲色あり

(回転糸切)

内面見込に砂目積

みの痕跡

-12 SD 20

D8Gr

京焼風陶器 明

明

ｎ

不

不

６

径

高

径

口

器

底

外面 :不明

内面 :施釉

底部 :露胎 (回転糸切)

密 やや軟 外面 :淡黄色

内面 :責白色

施釉音脱こは貫入が

入る。



市
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141-13 SD20 肥前系磁器

染付蓋

口径:(99)

器高 :不明

外面 :施釉

内面 :施釉

密 良 黄灰色 ・口縁部端部露胎

・外面に染付

-14 SD 20

D8Gr

陶器

括鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ、回転ヘラ

内面 :悟 目

底部 :不明

密 良 外面 :暗赤褐色

内面 :赤褐色

143--1 SD 21

E7Gr

須恵器

杯身

口径 :(95)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :暗青灰色

内面 :青灰色

-2 SD21

E7Gr

須恵器

杯身

口径 :不明

器高:不明

底径 :不 明

外面 :回 転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :暗青灰色

内面 :青灰色

-3 SD21

D9Gr

須恵器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不 明

外面 :回 転ナデ

内面 :不明

底部 i不 明

密 軟 外面 :責灰色

内面 :灰色

口縁吉Ыこ1条の沈

線

-4 SD21

C10Gr

須恵器

甕

国径 :不明

器高 :不明

底径 i不明

外面 :ナデ

内面 :青海波、ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :暗褐灰色

内面 :褐灰色

-5 SD 21

E7Gr

須恵器

鉄鉢形?

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :暗褐色

内面:青仄色

-6 SD21

C10Gr

須恵器

杯

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :回 転ナデ

密 良 外面 :青灰色

(一部暗褐色ほ力∋

内面 i青灰色

・底部に高台貼付

・器壁と内面見込の

間に界線

-7 SD21

E7Gr

土師質土器

ネ

口径 :不明

器高 :不 明

底径 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :回 転ナデ

密 軟 外面 :暗褐色

(高台内暗黄灰色)

内面 :暗責灰色

底部に高台貼付

-8 SD2土

D8Cr

盗器系陶器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ヘラケズリ、ナデ

内面 :指頭圧痕、ナデ

底部 :不 明

密 良 外面 :暗茶色

(肩部灰色)

内面 :暗褐色

肩部外面に灰被る

-9 SD 21

D9Gr

肥前系磁器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :不明

密 良 淡青白色

染付碗

・外面に染付

144--1 SD 29

C9Gr

弥生土器

奏

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

2mm未満の砂

粒混入

やや軟 外面 :暗褐色

(一部淡赤褐色)

内面 :淡赤褐色

・口縁部外面にスス

付着

-2 SD 29

C9Gr

須恵器

芥身

口径 :(120)

器高 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :回 転ヘラ切り?

密 良 外面 :青灰色

(一部褐灰色)

内面 :青灰色

-3 SD29

C9Gr

須恵器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :(96)

外面 :不 明

内面 :ナデ

底部 :回 転ナデ

密 良 青灰色 底部に高台貼付

-4 SD29

C9Gr

土師質土器

イ

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :不明

内面 :回転ナデ

底部 :不 明

l ltll未 満の砂

粒少量混入

やや軟 暗掲色

-5 SD29

C9Cr

陶器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不 明

外面 :施釉

内面 :露胎 (回転ナデ)

底部 :露胎

密 良 施釉 :暗緑色

露胎:淡茶色明

責灰色

・底部外面釉ハギ

147--1 SE 01

下層

須恵器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :平行タタキ

内面 :青海波

底部 :不明

密 良 外面 :掲灰色

内面 :青仄色

・平行タタキ幅広

-2 SEO&

下層

土師質土器

郭

口径 :不 明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部:不明

l mm未 満 の

砂粒混入

やや軟 外面 :暗黄橙色

内面 :澄灰色

▲



部
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147--3 SEOユ

下層

土師質土器

邦または小皿

口径 :不明

器高:不明

底径 :(48)

外面 :不 明

内面 :回 転ナデ

底部 :回 転糸切

l Hur未満の砂

粒混入

やや軟 橙色

149-1 A2Gr

第2層

土師器

高ネ

口径 :不 明

器高 :不 明

底径 :不 明

外面 :ヘラケズリ、ナデ

内面:指頭圧痕、ナデ

底部 i不 明

2mm以下の砂

粒やや多く混

入

やや軟 外面 :淡黄橙色

内面 :明 責灰色

・底部に円盤充填

-2 第2層 土師器

円筒埴輪

口径 :不 明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不 明

3 Hul以下の砂

粒混入

歌 外面 :責橙色

内面 :橙色

タト面にタガ

-3 E6Gr

第2層

須恵器

子持壷

口径 :不明

器高 :不 明

底径 :不明

外面 :回転ナデ、指頭圧痕

内面 :回 転ナデ

底郡 :不明

密 良 青灰色 子重最大径 (7.6)

-4 D6Gr

第2層

須恵器蓋 口径 :(138)

器高 :不 明

外面:回 転ナデ

内面i回 転ナデ

密 良 外面 :褐灰色、

暗掲色

内面 :褐灰色

,外面に3条の沈線

-5 G5Gr

第2層

須恵器

(はそう)

口径 :不 明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回転ナデ

内面 :回転ナデ、ナデ

底部 :不 明

密 良 外面 :青灰色

(一部暗褐色)

内面 :青灰色

・頸部外面に波状文

及び1条の沈線

・顕径 (4.2)

-6 G4Gr

第2層

須恵器

9よそう)

口径 :不明

器高 :不明

底径:(32)

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :回 転ヘラ

密 良 外面 :青灰色

(一 部暗褐色)

内面 :青灰色

体部中程に穿孔

-7 G5Gr

第2層

須恵器

甕

口径 :(158)

器高 :不 明

底径 :不 明

外面 :ナデ

内面:ナデ

底部:不明

密 軟 青灰色

-8 E6Gr

第2層

須恵器

長頸瓶

口径 :不 明

器高 :不 明

底径 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :暗青灰色

内面 :青灰色

肩部外面に2条の

稜線

-9 C14Cr

第2層

須恵器

ネ

口径:(146)

器高 :不明

底径 :不 明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :不明

密 良 外面 :暗掲仄色

内面 :褐灰色

-10 F15Gr

第2層

須恵器

杯

口径 :(122)

器高:47

底径 :(84)

外面 :回転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :ナデ

密 良 外面 :褐灰色

内面 :青灰色

・底部に高台貼付

底きЫこヘラ状工具

痕

-11 G15Gr

第2層

須恵器

杯

口径 :不 明

器高 :不明

底径:(69)

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :回 転糸切

密 やや軟 灰白色

-12 H4Gr

第2層

白磁

碗

回径 :不明

器高 :不 明

底径 :(61)

外面:施釉

内面 :施釉

底部 :露胎

密 良 施釉 :黄灰色

露胎 i灰色

底部削り出し高台

・底部外面釉ハギ

-13 H5Cr

第2層

師質土器

不

土口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

l HHl未満の砂

粒少量混 入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :淡責橙色

-14 F6Gr

第2層

瀬戸焼

灰釉折縁皿

口径:(106)

器高:27

底径 i(65)

外面:施釉

内面:施釉

底部:露胎

密 良 施釉 :暗責緑色

露胎 :明 黄灰色

暗茶色

内面見込及び底部を釉ハギ

菊花皿

貫入が入る

-15 G4Gr

第2層

備前焼

揺鉢

口径 :(309)

器高 :不明

底径 :不明

タト面 :指頭圧戻、ヘラケズリ、ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

密 R 暗赤褐色

(口 縁郡外面褐

色)

・内面に1単位8条

の括目

乗岡中世5期 a

-16 D6Gr

第2層

備前焼

霊

口径 :不明

器高 :不 明

底径 :不 明

外面 :回 転ナデ、ナデ

内面 :回 転ナデ

内面 :暗青灰色

密 良 外面 :暗赤褐色

(一部暗褐色)

-17 H3Gr

第2層

白磁

皿

口径 :(108)

器高 :28

底径:(40)

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :露胎

密 良 乳黄白色 ・底部削り出し高台
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144--8 E7Gr

第2層

肥前系陶器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :(54)

外面 :露胎

内面 :施釉

底部 :露胎

密 良 施釉 :暗黄緑色

露胎 :橙灰色

・底部削り出し高台

・内面見込及び高台畳

付に胎土目積の痕跡

-19 D6Gr

第2層

土師質土器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :回 転糸切

密 軟 外面 :橙色

内面 :やや暗い

橙色

・外面器壁及び底

部の界線が明確

-20 D9Gr

第2層

陶胎染付

婉

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(48)

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :施釉

密 良 外面:明 責仄色

内面 :責緑色

・高台畳付露胎

・高台見込を深く狭る

。外面に染付

-21 D9Gr

第2層

陶器

捏鉢か悟鉢

口径 :不明

器高 :不 明

底径 :不 明

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :不明

密 やや軟 暗赤褐色

(口 縁部外面赤

褐色)

-22 D9Gr

第2層

布志名焼

火鉢

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :施釉

内面 :露胎 (回転ナデ)

底部 :不明

密 良 施釉 :乳緑色

淡乳緑色

露胎 :黄橙色

152--1 E3Gr

第3層

縄文土器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 i不明

3mm未満の砂

粒多量に混

入

軟 外面:淡灰橙色

内面 :明 黄仄色

・口縁部外面に刻目

突帯

-2 E4Gr

第3層

縄文土器 口径 :不明

器高 :不 明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面:ナデ

底部 :不明

3 HIH以下の砂

粒多量に混

入

軟 外面 :褐色

内面 :暗責橙色

-3 C6Gr

第3層

縄文土器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面:2枚貝条痕、ナデ

内面 :ヘラケズリ

底部 :不明

3mm以下の砂

粒混入

軟 外面 :暗橙色

内面 :灰橙色

-4 E3Gr

第3層

弥生土器

養

口径 :(272)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

311ul以 下の砂

粒多量に混

入

軟 灰橙色

(一 部淡橙 色、

黒褐色)

・肩部外面に数条の

凹線

-5 E3Cr

第3層

弥生土器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :指頭圧痕、すデ

内面 :ヘラケズリ、ナデ

底部 :不明

3Enl以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :淡橙色

(一部橙色)

内面 :灰橙色

・体吉卜に11条の凹線

・口縁部端吉Ⅲこ刻目文

-6 C6Gr

第3層

弥生土器

甕

口径 :(234)

器高 :不 明

底径 :不明

外面 iナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

2mm以下の砂

粒多量に混

入

軟 外面 :責灰色

内面 :淡責橙色

・外面に凹線及び刺

突文

-7 C8Gr

第3層

弥生土器

甕

口径 :(221)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ底部 :不 明

311ul以 下の砂

粒多量に混

入

軟 灰橙色

(外面一部暗橙

灰色)

-8 D2Gr

第3層

弥生土器

奏

口径 :(130)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ヘラケズリ、

底都 :不明

ナデ

2■m以下の砂

粒混入

軟 外面 :責橙色

内面 :橙色

(然都一部淡橙色)

・口縁都外面に4条

の擬凹線

-9 B2Gr

第3層

弥生土器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

l mm以下の砂

粒混入

やや軟 淡赤褐色

(一 部黄灰色)

-10 H3Gr

第3層

土師器

円筒埴輪

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :指頭圧痕

底部 :不明

3mm以下の砂

粒混入

軟 外面 :責橙色

内面 :橙色

体部外面に円形透

かし及びタガ

-11 C3Gr

第3層

土師器

甕

口径 :(148)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :不明

底部 :不 明

3Hlll以下の砂

粒 多量に混

入

軟 明灰橙色

-12 G3Gr

第3層

須恵器

杯身

口径 :(130)

器高 :不 明

底径 :不 明

外面 :回 転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

密 良 青灰色

-13 G4Gr

第3層

土師器

蓋

日径 :不 明

器高 :不 明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

l llun以 下 の

砂粒混入

軟 外面 :責橙色

内面 :灰色

・須恵器の模倣?

基

177
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152-14 C2Gr

第3層

須恵器

鉢

口径 :不 明

器高 :不 明

底径 :(125)

外面 :回 転ヘラ、ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :ナデ

2 mm以下の砂

粒混入

良 外面 :青灰色

内面 :灰褐色

底部に高台貼付

・内面見込に自然/HI

付着

-15 AlGr

第3層

土師質土器

杯

口径 :(165)

器高 :不明

底径 :不 明

外面 :指頭圧痕、ナデ

内面 :ナデ

31ul以下の砂

粒混入

軟 外面 :暗褐色

内面 :褐色

底部 :不明

-16 C6Gr

第3層

須恵器

杯

口径 :不明

器高 :不 明

底径 :(98)

外面 :回 転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :ナデ

密 良 外面:暗青灰色

内面 :青灰色

・底部に高台

-17 B2Gr

第3層

須恵器

甕

口径 i不 明

器高 :不 明

底径 :不明

外面 :平行タタキ

内面 :車輪文

底部 :不明

密 良 外面 :暗掲色

内面 :青灰色

-18 B6Gr

第3層

土師質土器

杯

口径 :不 明

器高 :不明

底径 :(65)

外面 :不 明

内面 :回 転ナデ

底部 :回転ナデ

l HdI以下の砂

粒少量混入

軟 橙色

(高 台内黄灰色)

・底吉騨こ高台貼付

-19 D15Gr

第3層

緑釉陶器

皿

口径 :不明

器高 :不 明

底径 :不明

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :不明

密 ミ 暗緑色

153-1 H4Gr

第3層

白磁

碗

口径 :不 明

器高 :不明

底径 :不 明

外面:施和

内面 :施釉

底部:不明

密 良 黄灰色

-2 C8Gr

第3層

在地上器

握鉢か指鉢

口径 :不 明

器高 :不 明

底径 :(100)

外面 :ナデ

内面 :ナデ

21111以下の砂

粒多量に混

入

軟 外面 :暗淡橙色

(底 部橙色)

内面 :淡橙色

-3 D15Gr

第3層

上師質土器

不

口径 :不 明

器高 :不 明

底径:(68)

外面 :回 転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :不明

0.51111程度の

砂粒 少 量 混

入

やや軟 外面 :責 褐色

内面 :橙色

(一 部責掲色)

-4 B2Cr

第3層

瓦質土器

福鉢

口径 :不 明

器高 i不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

密 軟 外面 :黒褐色

内面 :責灰色

・内面に福目

-5 B6Gr

第3層

土師質土器

杯

口径 :不明

器高:不明

底径 :(57)

外面 :回転ナデ

内面 :回 転ナデ

底部 :不 明

l mm以 下の砂

粒少量混入

やや軟 淡橙色

-6 A lGr

第3層

土師質土器

不

口径:(148)

器高 :不 明

底径 :不明

外面 :回 転ナデ

内面 :回転ナデ

底部 :糸 切痕

密 軟 淡橙色

-7 H4Gr

第3層

青花

染付碗

口径 :不 明

器高 :不明

底径 :不 明

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :不 明

密 良 灰 色 内外面に染付

155--1 C5Gr

第4～ 5層

縄文土器 口径 :不明

器高 :不 明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面:ナデ

底部 :不明

2Шm未満の砂

粒多量に混

入

軟 外面 :暗橙灰色

(一部暗褐色)

内面 :暗茶色

・外面に沈線

-2 B10Gr

第4～ 5層

縄文土器 口径 :不明

器高 :不 明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部:不明

lmm未満の砂

粒少量混入

軟 外面 :灰橙色

内面 :橙仄色

口縁言印こ穿孔

-3 F3Gr

第4～ 5層

縄文土器 口径 i不 明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面:2枚貝条痕

底部 :不明

21111未満の砂

粒多量に混

入

軟 外面 i明 責仄色

内面 :暗仄色

・口唇部外面に刻目

突帯

-4 B3Cr

第4～ 5層

縄文土器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面:2枚貝条痕、ナデ

内面:2枚貝条痕

底部:不明

2 mm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :黄仄色

内面 :暗灰色

・口縁部外面に刻目

突帯

-5 E5Gr

第4～ 5層

縄文土器 口径 :不 明

器高:不明

底径 :(107)

外面 :ナデ

内面 :ナデ

21Yll以下の砂

粒多量に混

入

軟 外面 :淡赤褐色

内面 :黄灰色

(一部暗掲色)

・底部に高台貼付

耳
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155--6 B9Gr

第4～ 5層

弥生土器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ヘラケズリ、ナデ

底部 :不明

3HIIl以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :黄橙色

内面 :淡橙色

日唇部外面に亥」目突帝

・突帯上部に1条の四線

-7 F4Gr

第4～ 5層

弥生土器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面:ヘラケズリ、すデ

底部 :不明

2 mm以下の砂

粒 多量に混

入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :仄橙色

(一 部暗橙色橙灰色)

-8 B3Gr

第4～ 5層

弥生上器

養

口径:(342)

器高:不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

3HIl以下の砂

粒多量に混

入

軟 淡橙色 口縁部端言口こ1条

の凹線

-9 B7Gr

第4～ 5層

弥生土器甕 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面:指頭圧痕、ナデ

内面フヽケロ、指頭圧痕、ナデ

底部 :不明

2mm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :暗橙色

(一部橙色)

内面:淡橙色

-10 A3Gr

第4～ 5層

弥生土器

蓋

口径 :不明

器高 :不 明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

2血m以下の砂

粒 多量に混

入

やや軟 外面 :橙仄色

(一部灰橙色)

内面 :灰橙色

外 面 に各 2条の へ

ラ描 き沈 線 2本
,外面 に松 葉 状 の へ

ラ孝歯き沈 線
天 丼 帯Ыこ摘 み

-1ユ D3Gr

第4～ 5層

弥生土器

養

口径:(189)

器高:不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

2Hull以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 暗淡橙色

(一部暗褐色)

-12 C3Gr

第4～ 5層

弥生土器

鉢

口径:(178)

器高 :不明

底径 :不明

外面:指頭圧痕、ナデ

内面 :ナデ

底都 :不明

4mm以下の砂

粒混入

内面 :橙灰色

やや軟 外面 :暗灰橙色

(一部褐色)

口縁部外面に粘土

塊

-13 C7Gr

第4～ 5層

弥生土器

霊

回径 :不明

器高 :不 明

底径 :不 明

口径 :不明 タト面 :ナデ

内面:ナデ

底部 :不明

311ul以 下の

砂粒混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :明責灰色

付突帯

体部外面に断面三

角形の貼
因幡・伯者からの

搬入土器?

-14 G5Gr

第4～ 5層

弥生土器

養

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

211111以下の砂

粒 多量に混

入

軟 外面:暗灰色

内面:明責仄色

-15 A2Cr

第4～ 5層

弥生土器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面 :指頭圧痕、ナデ

底部 :不明

3m以下の砂

粒 多量に混

入

やや軟 外面 :明 黄灰色

(一 部暗褐色)

内面 :黄仄色

・肩部外面に3条の

凹線

-16 E3Gr

第4～ 5層

弥生土器

甕

口径 :(179)

器高 :不 明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :不 明

底部 :不 明

31un以下の砂

粒多量に混

入

軟 外面 :暗橙色

(一部暗褐色)

内面:暗黄橙色

・体部上側に2条の

突帯及び列点文

・日縁部端部外側に刻目文

-17 H4Gr

第4～ 5層

弥生土器

奏

口径 :不明

器高 i不 明

底径 :(94)

外面 :ナデ

内面 :不明

211tFl以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :責橙色

-18 B7Cr

第4～ 5層

弥生土器

養

口径 :不明

器高 :不明

底径 :(97)

外面 :ハケロ

内面 :不明

3mm以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面:橙色

内面 :責灰色

-19 B4Gr

第4～ 5層

弥生土器

養

口径 :不 明

器高 :不明

底径:(73)

外面 :ヘラミガキ、指頭圧痕

内面 :ヘラケズリ

3HuI以下の砂

粒 多量に混

入

やや軟 外面:橙色

内面:責灰色

断面及び内面に粘

上の接合痕

156--1 排水溝

第4～ 5層

弥生土器

甕

口径 :(230)

器高 :不明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面フ ケヽロ、すデ

底部 :不明

311111以下の砂

粒 多量に混

入

やや軟 外面 :橙灰色

内面:暗橙灰色

肩部外面に4条の囲線

口縁部端都に刻目文

-2 B9Gr

第4～ 5層

弥生土器

甕

口径:(209)

器高 :不 明

底径 :不明

外面フ ケヽロ、ナデ

内面フ ケヽロ、ナデ

底部 :不明

3rull以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :淡橙色

内面:灰橙色

(一 部暗橙色橙灰色)

,外面口縁吉卜と体部

の間に1条の四線

-3 F4Gr

第4～ 5層

弥生土器

笠

口径 :不明

器高 :不 明

底径 :不 明

外面 :ヘラミガキ

内面 :不明

底部 :不明

3■m以下の砂

粒混入

やや軟 褐灰色

(一部暗褐色)

体部径 (22.5)

肩部に斜格子文、

4条の凹線、羽状文

-4 D3Gr

第4～ 5層

弥生土器

甕

口径 :不明

器高 :不明

底径:80

外面フ ケヽロ

内面 :ヘラケズリ

51nlll以下の砂

粒 多量に混

入

やや軟 責灰色

(一部暗褐色)

179



挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 調 備 考

156-5 G5Cr

第4～ 5層

弥生土器

甕

口径 :(183)

器高 :不明

底径 i不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

2trul以下の砂

粒混入

やや軟 淡黄橙色 ・口縁部端部に3条
の援四線
・顕部断面に粘上の

接合痕

-6 B8Gr

第4～ 5層

弥生土器

養

口径 :(164)

器高 :不 明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不明

2 mm以下の砂

粒やや多く混

入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :淡黄橙色

-7 B4Gr

第4～ 5層

土師器

高郭

口径 :不明

器高 :不明

底径 :不 明

外面フ ケヽロ、ヘラミガキ

内面 :不明

底部 :不明

2Hul以下の砂

粒多量に混

入

やや駄 外面 :明 黄灰色

内面 :淡灰橙色

内外面に赤彩

-8 排水溝

第4～ 5層

須恵器

浄瓶

口径:55

器高 :不明

底径 :不明

外面:回 転ナデ

内面 :回 転ナデ、ナデ

底部 :不明

密 良 褐灰色

(一部暗褐色)

-9 H4Gr

第4～ 5層

瀬戸焼

卸皿

口径 :不明

器高 :不 明

底径 :(10,3)

外面 :施罪由

内面 :とロロ

底部 :露胎 (回転糸切)

密 良 外面 :橙灰色

内面 :明 黄灰色

・内面に卸目

底部に漆付着

160--1 排 土 須恵器

高杯

口径 :不明

器高 :不明

底径:(59)

外面 :回転ナデ

内面 :ナデ

底部 :回 転ナデ

密 良 青灰色

(一部暗青灰色)

-2 E13Gr

表土

土師器

製塩土器

口径 :(66)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :指頭圧痕、ナデ

底部 :不明

密 やや軟 外面 :橙灰色

内面 :淡澄色

-3 排水溝 在地上器

悟鉢

口径 :(242)

器高 :不明

底径 :不 明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不 明

密 軟 黄灰色

(外面一部淡赤掲色)

。内面に指目

-4 C15Gr

表土

青磁皿 口径 :(126)

器高 :不明

底径 :不明

外面 :施釉

内面 :施釉

底部 :不明

密 良 乳緑色 ・2次被熱の可能性

あり

164-ユ C4Gr

第6層

縄文土器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不 明

外面 :ヘラミガキ

内面:ヘラケズリ

底部 :不 明

311ul以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :橙色

内面 :灰褐色

(一部淡橙色橙色)

-2 C8Gr

第6層

縄文土器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面 :不明

内面 :不明

底部 :不明

2 mm以下の砂

粒混入

軟 外面 :黄橙色

内面:黄褐色

(一部橙色)

。大突起深鉢形土

器

-3 E3Gr

第6層

縄文土器 口径 :不明

器高:不明

底径 :不明

外面:2枚貝条痕

内面 :ヘラナズリ

底部 :不 明

211Hl以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :暗責灰色

内面 :責灰色

穿孔あり

-4 D4Gィ

第6層

縄文土器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面:2枚貝条辰

内面:2枚貝条痕

底部 :不明

3 Hul以下の砂

粒 多量に混

入

やや軟 外面 :責仄色

(一部橙灰色)

内面 :灰 黄橙色

-5 C9Gr

第6層

縄文土器 口径 i不 明

器高 :不 明

底径:88

外面 :ヘラミガ■

内面 :不 明

4mm以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面 :赤掲色

内面 :淡橙色

162-1 D4Gr

砂層下ピット

縄文土器 口径 :不明

器高 :不 明

底径 :不明

外面 :ナデ

内面 :ナデ

底部 :不 明

2 mm以下の砂

粒混入

やや軟 外面 :橙灰色

内面 :灰橙色

・口縁部外面に突帯

貼付

-2 D4Gr

6層下ピット

縄文土器 口径 :不明

器高 :不 明

底径 :不 明

外面 :ナデ

内面 :ヘラ舛ズリ

底部 :不 明

2 Hull未満の砂

粒混入

やや歌 外面 :橙色

内面 :暗責橙色

-3 C4Gr

第7層

縄文土器

双耳壺

口径 :不 明

器高 :不明

底径 :不明

外面:磨消縄文

内面 :ナデ

底部 :不 明

2HIIl以下の砂

粒少量混入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :明灰橙色

把手に穿孔

・五明田式

-4 D3Gr

第7層

縄文土器 口径 :不 明

器高 :不 明

底径 :不 明

外面:2枚貝条痕、ナデ

内面:2枚貝条痕

底部 :不明

211tll以下の砂

粒 多量 に混

入

やや軟 外面 :淡橙色

内面 :暗責色

(一部淡責色)



l帝図番号 出土地点 種   別 法 量 (cm) 手 法 の 特 徴 胎   土 焼  成 色 詞 備 考

162-6

F5Gr

縄文土器 口径:不明

器高:不明

底径:(88)

外面:指頭圧痕、ナデ

内面:ナ デ

底部:不明

2剛以下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面:橙灰色

163-1

F4Gr

縄文土器 口径:不明

器高:不明

底径:不明

外面:磨 消縄文

内面:2枚貝条痕

底部:不明

2「l lt以 下の砂

粒 多 量 に混

入

やや軟 外面:責橙色

内面:暗黄橙色

・断面に粘上の接

合痕

-2

D3Gr

縄文土器 口径:不明

器高:不明

底径:不明

外面:磨消縄文

内面:ヘ ラミガキ

底部:不明

2nun以 下の砂

粒に混入

やや軟 外面:責灰色

内面:橙灰色

-3

E3Gr

縄文土器 口径:不明

器高:不明

底径:不明

外面:2枚貝条痕

内面:2枚 貝条痕

底部:不明

lHm以 下の砂

粒 多 量 に混

入

軟 外面:淡橙色

内面:黒掲色

・断面に粘上の接

合痕

-4

F4Gr

縄文土器 口径:不明

器高:不明

底径:不明

外面:2枚貝条痕

内面:ヘ ラミガキ

底部:不明

2mm以 下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面:暗橙灰色

内面:掲色

(口縁部橙仄色)

-5

D3Gr

縄文土器 口径:不明

器高:不明

底径:不明

外面 :ヘ ラミガキ、ナデ

内面:ナデ

底部 :不明

24ml以 下の砂

粒多量に混

入

やや軟 黄灰色

(口縁部暗褐色)

穿孔あ り

-6

D3Gr

縄文土器 回径:不明

器高:不明

底径:(84)

外面:指頭圧痕、ナデ

内面:不明

4mm以 下の砂

粒 多量 に混

入

やや軟 外面:明 責仄色

(底面灰橙色)

内面:掲色

-7

C9Gr

縄文土器 回径:不明

器高:不明

底径:不明

外面:磨消縄文

内面:2枚 貝条痕

底部:不明

2mn以 下の砂

粒 多量 に混

入

やや軟 外面:橙灰色

(一 部橙色)

内面:明 責灰色

・五明田式

-8

C8Gr

縄文土器 口径:不明

器高:不明

底径:(121)

外面:2枚 貝条痕

内面:2枚貝条痕

底部12枚貝条痕

3alll以 下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面:灰橙色

(一部赤褐色)

内面:暗灰色

底部高台

-9

C8Gr

縄文土器 口径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面:磨消縄文

内面:ヘラミガキ

底部:不明

3n n以 下の砂

粒 多量 に混

入

やや軟 外面:橙灰色

内面:暗責橙色

・五明田式

-10

C8Gr

縄文土器 口径:不明

器高:不明

底径■02

外面:不明

内面:ナデ

4mm以下の砂

粒 多量 に混

入

軟 外面:淡橙色

内面:暗橙灰色

― ll

C7Gr

縄文土器 口径:不明

器高:不明

底径:不明

外面:磨消縄文

内面:ナデ

底部:不明

2mn以 下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面:橙色

内面:淡責橙色

-1 縄文土器 回径:不明

器高:不明

底径:不明

外面:2枚貝条痕

内面:2枚 貝条痕

底部:不明

21111以 下の砂

粒混入

やや軟 外面i淡橙色

内面:橙色

端部に突起物

・五明田式

-2 D4Gr 縄文土器 回径 :不明

器高 :不明

底径 :不明

外面:ナデ

内面:ナ デ

底部:不明

341n以 下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面:橙色

内面:黄橙色

(一部暗褐色褐色)

-3 C9Gr 縄文土器 口径:不明

器高:不明

底径:不明

外面:磨 消縄文

内面:不明

底部:不明

2mn以 下の砂

粒 多 量 に混

入

軟 外面:橙色

(一部明黄灰色)

内面:明 責灰色

-4 D4Gr 縄文土器 口径:不明

器高:不明

底径:(117)

外面:指頭圧痕、ナデ

内面:2枚貝条痕

2nlal以下の砂

粒 多量 に混

入

軟 外面i淡橙色

内面i暗灰色

(一部暗褐色)

底部高台

断面に粘上の接

合痕

-5 D4Gr 縄文土器 口径:不明

器高:不明

底径:80

外面:ヘ ラミガキ

内面:ナデ

3al l以 下の砂

粒多量に混

入

やや軟 外面:暗橙灰色

内面:灰橙色

(一 部暗褐色)

底部高台

-6 C4Gr 縄文土器 口径 :不明

器高:不明

底径 i不明

外面:2枚 貝条痕?

内面:不明

底部:不明

2mn以下の砂

粒 多量 に混

入

やや軟 灰橙色

エ



挿図番号 樹土地点 寵ヨ   揚lJ 法 量 lcm) 手 法 の 特
―
徴 胎 土 焼 1成 色 調 構 考

164-7 DなCr 弥と上器 口径:不明

器HI不明

農驚 に1)

外面:ハケロ、ナデ

白面i不 H/1

康郡:不明

lm.以下の砂

粒多長に温

入

やや軟 外面:欝髄 ―

内商寺暗黄橙色

1底部高台

―B p.aCF 称生主器 日径1不明

器奇:不現

底確ζ:よ6

外面:不明

尚面:不現

底部:不明

苅 以下卵

激 多
―
量に混

入

軟 1外面:黄灰色

白面t明灰織色

-9 D4Gr 弥生■器 口径:不四

器高:不明

底径:S率

外面:捨要圧凛

内面!不明

3mm以下の秒

憩転 入

教 翻 色―

一部橙色しⅢ)

螂 納 脚絶い)

166-1 C4-Gr 縄文土器 日径:不明

器高:不萌

底径:不明

外面:2.級粂藻

内面 :―不明

1嵐部:不明

獅 未碑

粒混入

軟 灰/S・t
(鞠麹 純 )



Ⅱ 2

挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 備 考

126-13 SD ll

F4Gr

石製品

斧

縦長■30

横幅■1.2

厚さ:1.9

・重量330g

129--3 SD 19

F3Gr

石未製品

赤馬璃

縦長 :5,4

横幅:3.2

厚さ■.6

132-8 SD03 口
帥

製石

斧

縦長■2.3

横幅:3.5

厚さ:1.6

134-5 SD 10 石未製品

赤鳴聴

縦長:26

横幅:22

厚さ:0盟

136-2 SX01 石製品

五輪塔

水輪

横幅:255

高さ■6.8

-3 SX 01 石製品

五輪塔

寄資引目:33t4

高さ:238

142--1 SD20 石製品

宝(きう)印塔

基礎

横幅:301

高さ:28.0

143-6 SD29

C9Gr

石未製品

青瑶瑶

縦長 :63

横幅 :5.5

厚さ:3.3

149--23

14GF

第2層

土製品 残存長:4.0

残存幅:5.6

厚さ:1.0

・全面に多量の籾殻痕

-24

D5Gr

第2層

口ｍ製

口

上

羽

残存長:2,3

残存幅:5,4

1511-1

AlGr

第2層

日叩製

石

石

砥

残存長 :7.1

横幅:65

)享 さi51

・重量370g

・使用面3面

-2

E8Gr

第2層

鉄製品

釘

縦長 :5,7

横幅:05

厚さ:05

・釘頭L字

-3

E8Cr

第2層

鉄製品

釘 横幅 :0.65

厚さ:0.65

・釘頭T字

151-1

G4Gr

第2層

石未製品

黒曜石?

縦長 :2.8

横幅 :2.3

厚さ:1.2

・黒曜石に酷似した石材

-2

E6Gr

第2層

石未製品

黒曜石

縦長 :3.0

横幅 :2.0

厚さ■4

・重量5g

-3

C14Gr

第2層

未製品

水晶

縦長:30

横幅:2.0

厚さi14

154-1

C7Gr

第3層

石未製品 縦長:39

横幅:2.4

厚さ:09

・暗紫色を呈する珪質な石

-2

A2GF

第3層

石未製品

黒曜石

縦長:22

積幅 :2.3

厚さ:1,6



挿図番号 出土地点 種  別 法 量 (cm) 備 考

157・-1

F51Cr

第4層

石未製品

黒曜石

1縦景14B

横幅12,

厚よ 1.1

-2

C7Gr

第4層

石未製品

黒曜石

縦長:2う

横帽:21

厚され9

-9

B3Gr

第4層

石製品

斧

縦長:25

横幅■.3

厚さ:α3

,安山岩

158-1

B5Cr

第痢雪

石製品

斧

縦長ユ盈l

残存幅|:■つ

厚さ27

・重量550g

。安山岩

-2

C3Gr

第4層

石製品

斧

縦長ユα7

横幅:lα6

厚さ25

i安山岩

-3

Bacr

第4層

石製品

斧

稲樹ミ:1&4

横幅な3

厚さ:23

・Ξ霊追議550g

i安山岩

-4

B3Gr

第4層

石製品

斧

縦長■,6

横幅■&0

厚さ:214

=重量550を

,安山岩

-5

C3Gr

第4層

石製品

斧

縦長:243

横幅:,5

厚さiB.9

・重量1450g

・安山措

-6 出土地不明 石製品

斧

経手亀:12.6

模燻:&4

厚さ!1.ヤ

!重量185ど

・安山岩

159-1

D10GF

石製品

五輪塔

火輪

模幅!24,7

高さ:12.6

-2

G5Gr

石製品

五輪搭

締

横幅:334

高き:必 =6

・肩部の工呉痕

-3

F7Gr

石製品 縦長■60

績幅i199

高さth4

・用途不明

162-6

第7層

上製品

円盤

残存長:4.7

残存幅:3拠

厚さ:10

・縄文土器片を加工

163-12

C8Gr

第7層

土製品

円盤

残存長おお

残布幅:3.5

厚さtl.1

・縄文主器片を加工

-13

CeGF

第7層

主製品

円盤

維長:a8

横幅:a7

厚さ■,1

,縄文主器片を加工

165-l D4Gr 石未製品

黒曜石

縦長■.0

横幅
=21

高さ:α9

・重量2を
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図版 38

I―A区完堀状況 (南より)

I―C区完堀状況 1(北より)

I―B区完堀状況 (西より)

I―C区完堀状況2(北より)
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図版 39

璃一一一常か筆がい

SD23周辺小ピット群検出1犬況 (東より) SA01(Jヒより)

止



図版 40

SD01(東より)

SD08～ 11(東より)

響

‐土

慈:i SD12～ 15(北より)
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図版 43

■、  確

SK16

警塩盈がτ―|ゴ子!誉

爾

SK10へ,12



図版 44
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SX01

SX01筵出土状況

土

SX01漆器出土状況
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遺構内出土遺物 1
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SK06

SK08

SK14

SX01

遺構内出土遺物2

堂
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図版 47

包含層5A層出土遺物

募
鯵

包含層5B～ C層出土遺物
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包含層4層出土遺物 1
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包含層4層出土遺物3
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SD09遺構検出状況

SD09土層堆積状況 1

醒

藤聰1'雰ふ

SD09土層堆積状況 2
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SD09完掘状況

SK02土層堆積状況

＼くミミと…_

i―
―
イ■

||す
―
|工汁

iイζt.■ 、

■巽

∵
■
ド
・

一
一■
オ、ツ

ギ
iH買ロロ1ロ

|`   、.|―     :ォ =.

i`i■ 二ⅢⅢ■

―

 :当 I・,

SK02完掘状況
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SDll土層堆積状況

SD06・ SDll完掘状況
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図版 54

‐・と,  ・t _i 「._

鞘

・ :. _

SX01

機
廓

⌒

調査区東側 (南恨Jから)
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i革 ‐ ダ }

調査区東側 (北西側から)

SK09遺物出土状況 l

轟 予 _▼

鵡

SK09遺物出土状況 2


